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一

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
背
景

日
本
は
、
諸
外
国
に
例
を
み
な
い
ほ
ど
、
急
速
に
高
齢

化
し
て
お
り
、
平
成
二
七
年
に
は
四
人
に
一
人
が
六
五
歳

以
上
の
高
齢
者
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

高
齢
者
や
障
害
者
を
含
め
た
誰
も
が
安
心
し
て
社
会
参
加

が
で
き
、
快
適
に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
環
境
の
整

備
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

(次
頁
図
1
)。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
平
成
一
二
年
五
月
に

｢高

齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移

動
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
｣
(通
称

｢交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
法
｣
)
が
公
布
さ
れ
、
同
年

三

月
に
は
、

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
及
び

｢重
点
整
備
地
区
に
お
け
る

移
動
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
構
造
に
関
す
る
基

準
｣
(通
称
｢道
路
の
移
動
円
滑
化
整
備
に
関
す
る
基
準
｣)

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
道
路
空
間
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
に
よ
っ
て
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の
移
動
に
際

し
て
の
身
体
の
負
担
を
軽
減
し
、
移
動
の
利
便
性
及
び
安

全
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
の
必
要
性
が
位
置
づ
け
ら
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
二
一
世
紀
の
社
会
を
支
え
る
社
会
資
本
･
交

通
の
整
備
に
つ
い
て
、
｢
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
自
由

に
、
使
い
や
す
く
｣
と
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
国
土
交
通

行
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
推
進
大
綱
｣
が
平
成
一
七
年
七
月
に
策
定
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
に
向

け
た
道
路
行
政
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
す
る
要
請

国
土
交
通
省
、
警
察
庁
と
連
携
し
て
、
春
と
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
期
間
を
中
心
に
実
施
し
て
い
る
交
通
安
全

総
点
検
に
お
い
て
は
、
措
置
必
要
件
数
の
指
摘
割
合
の
中

で

｢歩
道
の
設
置
、
段
差

･
傾
斜

･
勾
配
の
改
善

(二

六
%
)｣
、
｢側
溝
の
補
修
、
蓋
の
設
置

(
三
一%
)｣、
｢電

柱

･
看
板
類
の
撤
去

(
一
0
%
)｣
、
｢視
覚
障
害
者
誘
導

用
ブ
ロ
ッ
ク

(二
%
)｣
と
歩
行
空
間
に
関
す
る
指
摘
が

約
半
数
と
な
っ
て
お
り
、
道
路
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
求
め
る
声
が
高
い
の
が
現
状
で
あ
る

=

(次
頁
図
2
ち

籤セ

三

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
た
施
策
の
流
れ

擶

我
が
国
の
道
路
行
政
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
主

4
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図 1 我が国の高齢化と現状の予測
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図 2 交通安全総点検での指摘事項 (H 8 ~ H 16までの累計)
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5

一
九
七
三
年
三

月
に

｢｢歩
道
及
び
立
体
横
断
施
設

11　

の
構
造
に
っ
い
て
｣
の
取
扱
い
に
っ
い
て
｣
(都
街
発
第

200

五
七
号
、
通
企
発
第
六
一
号
)
に
お
い
て
、
高
齢
者
、
身

セ

体
障
生
暑
･

自
転
車
･

乳
母
車
等
の
通
行
の
安
全
と
利
便

断

を
図
る
た
め
、
歩
道
等
の
切
り
下
げ
や
歩
道
巻
き
込
み
部

等
自
転
車
乗
り
上
げ
防
止
の
構
造
や
盲
人
対
策
と
し
て
視

覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
図
が
示
さ
れ
、
道
路

に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
後
、
一
九
八
五
年
八
月
に
は

｢視
覚
障
害
者
用
誘

導
用
ブ
ロ
ッ
ク
設
置
指
針
に
つ
い
て
｣
(都
街
発
第
二
三

号
、
通
企
発
第
三
九
号
)
に
基
づ
き
、
視
覚
障
害
者
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
設
置
が
進
め

ら
れ
、
さ
ら
に
、
一
九
九
三
年
三

月
に
は
、
高
齢
者
の

進
展
、
障
碍
者
の
社
会
参
加
増
加
等
に
対
応
し
て
、
車
い

す
利
用
者
を
考
慮
し
た
歩
道
等
の
最
小
幅
員
の
拡
大
、
必

要
に
応
じ
た
歩
行
者
滞
留
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
、
ベ
ン
チ
又

は
そ
の
上
屋
を
設
置
す
る
場
合
の
歩
道
等
の
拡
幅
に
つ
い

て
、
道
路
構
造
令
が
改
正
さ
れ
た
。

一
九
九
九
年
九
月
に
は
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
そ
の

他
歩
行
者
及
び
自
転
車
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
を
確
保

す
る
た
め
、
歩
道
等
の
横
断
歩
道
箇
所
に
お
け
る
車
道
と

の
す
り
つ
け
部
及
び
車
両
乗
り
入
れ
部
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

な
構
造
基
準
と
し
て

｢歩
道
に
お
け
る
段
差
及
び
勾
配
等

に
関
す
る
基
準
｣
(都
街
発
第
五
七
号
、
通
企
発
七
人
号
)

が
定
め
ら
れ
た
。



そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
度
に
は
前
述
の
と
お
り
、

｢交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
｣
が
制
定
さ
れ
、
二
〇

〇
五
年
二
月
に
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基

づ
く

｢特
定
経
路
｣
以
外
の
道
路
に
お
い
て
も
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
を
踏
ま
え
た
道
路
整
備
を

行
っ
て
い
く
必
要
性
等
か
ら
、
従
来
基
準
の
一
部

を
改
正
し
、
｢歩
道
の
一
般
的
構
造
に
関
す
る
基

準
｣
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
し
て
、
平
成
一
七
年
七
月
に
は
、
｢ど
こ
で

も
、
だ
れ
で
も
、
自
由
に
、
使
い
や
す
く
｣
と
い

う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
踏
ま

え
、
今
後
、
身
体
的
状
況
、
年
齢
、
国
籍
な
ど
を

問
わ
ず
、
可
能
な
限
り
全
て
の
人
が
、
人
格
と
個

性
を
尊
重
さ
れ
、
自
由
に
社
会
に
参
画
し
、
い
き

い
き
と
安
全
で
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
生
活
環

境
や
連
続
し
た
移
動
環
境
を
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
の

両
面
か
ら
継
続
し
て
整
備
･
改
善
し
て
い
く
と
い

う
理
念
に
基
づ
く
国
土
交
通
行
政
を
推
進
す
る
た

め
、
内
外
の
有
識
者
と
の
討
議
を
行
う
な
ど
に
よ

り
、
｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
政
策
大
綱
｣
が

策
定
さ
れ
た

(図
3
･
4
)。

四

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
歩

行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

交
通
ア
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
お
い
て
は
、
鉄
道
駅

な
ど
公
共
交
通
機
関
の
旅
客
施
設
の
う
ち
、
利
用

道路に関する主なバリアフリー施策の流れ

｢歩道および立体擬断施設の構造｣
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図 4 道路のバリアフリー等に関する基準の変遷について
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者
が
相
当
数
で
あ
る
な
ど
の
要
件
に
該
当
す
る
施
設

(特

7

定
旅
客
施
設
)
を
中
心
と
し
た
一
定
の
地
区

(重
点
整
備

n

地
区
)
に
お
い
て
、
市
町
村
が
定
め
る
基
本
構
想
に
即
し

200

て
関
係
道
路
管
理
者
が
共
同
で
道
路
特
定
事
業
計
画
を
定

セ行

め
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
道
路
特
定
事
業
を
実
施
し
て
い
く

道

こ
と
と
し
て
い
る

(図
5
)
。

こ
こ
で
、
道
路
特
定
事
業
と
は
、
道
路
の
新
設
又
は
改

築
に
関
す
る
事
業
で
、

　　　　　　　　　　　　
憊都濾府県公安委員会 醗駅前広硼、遠路など
が Iき つ 一鱗交通の剛こ供す

榊日の利用者数鱒加入以上の駅などの旅客施設およびその問題の地区を重点的に幣備すべ
き地区として指定

鯵嫌客施設、進路、駅前広場などについて、移動円滑化のための事業に関する基本的事項など

動
円
滑
化
の
た
め
に
必
要
な
道
路
の
構
造
の
改
良
に

関
す
る
事
業

と
さ
れ
て
い
る
。

具
体
的
な
整
備
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
道
路

特
定
事
業
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
は
四
六
市
区

町
村

(平
成
一
六
年
一
二
月
末
現
在
)
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
道
路
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
た
め

に
も
、
一
層
の
計
画
策
定
が
望
ま
れ
る
。

凝ゞ
迩

轡
に
つ
い
て

蹴篠滕
鱗総跨熟議巍鰈瀕

‐五
鞭
摘歩
行
N空
-聞間
の
州バ
リ
ア
▼フ
リ
ー
･残化
の̂
▼蛔整
備
離+内

　
　　　
　　　　　　　　

　　　
　　　　
　　　　　　

　　　
　

歩
行
者
、
自
転
車
の
安
全
で
快
適
な
通
行
を
確
保
し
、

　
　
　
　　　

娑
図

高
齢
者

･
障
害
者
等
だ
れ
も
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
歩

図 5 交通バリアフリー法推進の基本的な枠組み

行
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
幅
の
広
い
歩
道
等
の
整
備
を



推
進
す
る
と
共
に
、
既
設
の
歩
道
に
つ
い
て
、
段
差

･
勾

配
等
の
改
善
を
図
る
。
ま
た
、
歩
道
に
お
い
て
視
覚
障
害

者
用
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
を
設
置
す
る

(図
6
;
9
)。

｢重
点
整
備
地
区
に
お
け
る
移
動
円
滑
化
の
た
め
に
必

要
な
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基
準
｣
(平
成
一
二
年

=

月
建
設
省
令
第
四
〇
号
)
に
お
い
て
、

･
歩
道
の
有
効
幅
員

(歩
行
者
が
実
際
に
通
行
で
き
る

幅
員
)
は
、
車
い
す
使
用
者
の
す
れ
違
い
を
可
能
と

す
る
幅
員
を
確
保
す
る
も
の
と
し
て
、
原
則
と
し
て

二
m
以
上
の
平
坦
部
を
連
続
し
て
確
保

･
歩
道
は
、
視
覚
障
害
者
の
安
全
な
通
行
を
確
保
す
る

た
め
に
、
原
則
と
し
て
緑
石
に
よ
り
区
画

･
緑
石
の
高
さ
は
、
原
則
と
し
て
一
五
皿
を
標
準

･
歩
道
面
の
高
さ
は
原
則
と
し
て
五
節
を
標
準
と
し
、

歩
行
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め

に
、
必
要
に
応
じ
て
植
樹
帯
、
並
木
又
は
柵
を
設
置

･
歩
道
に
は
原
則
と
し
て
透
水
性
舗
装
を
設
置

.
歩
道
の
勾
配

(車
両
乗
り
い
れ
部
の
す
り
つ
け
の
た

め
の
勾
配
部
分
を
除
く
)
は
車
い
す
使
用
者
の
安
全

か
つ
円
滑
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
に
原
則
と
し
て

以
下
の
通
り

縦
断
勾
配
…
五
%
以
下

た
だ
し
、
地
形
の
状
況
等

に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
八
%
以
下

横
断
勾
配
"
-
%
以
下

た
だ
し
、
透
水
性
舗
装
以

外
の
舗
装
等
に
よ
り
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、

二
%
以
下

　
　　　

‘＼
"
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馴鬮迩瀦纏者の取り鉋み

亡コそのfぬ閭僚繊閼の取り罐み

　　　　　　　　　　　　

図 6 歩行空間のバリアフリー化のイメージ
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図 7 幅の広い歩道の整備

･
段
差

"歩
道
が
横
断
歩
道
に
接
続
す
る
歩
車
道
境
界

こ
れ
ま
で
の

｢歩
道
に
お
け
る
段
差
及
び
勾
配
等
に
関
す

部
の
段
差
は
、
視
覚
障
害
者
等
の
安
全
な
通
行
を
確

る
基
準
｣
が
改
正
さ
れ
て
お
り
、
一
般
部
の
歩
道
に
お
い

保
す
る
た
め
に
二
皿
を
標
準

て
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
観
点
か
ら
整
備
を
す
る
こ
と
を
原

な
お
、
｢
三

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
向
け
た
施
策
の
流

則
と
し
て
お
り
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り

れ
｣
に
お
い
て
も
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
一
七
年
二
月
に

と
な
っ
て
い
る

(図
態

。

①
歩
車
道
境
界
の
識
別
性
の
確
保
と
、
歩
道
面
に
生

じ
る
勾
配
を
少
な
く
す
る
こ
と
の
両
面
を
考
慮
し
、

歩
道
の
形
式
は
、
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
形
式

(緑
石
は
歩

道
面
よ
り
高
く
、
歩
道
面
の
高
さ
は
五
皿
程
度
)
を

基
本
と
す
る
。
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図 8 歩道の段差の改善等



②
歩
道
の
横
断
勾
配
に
つ
い
て
は
、
歩
道
面
の
雨
水

の
排
水
な
ど
を
考
慮
し
て
、
道
路
構
造
令
第
二
四
条

第
二
項
に
よ
り
、
従
来
ど
お
り
二
%
を
標
準
と
し
て

い
る
が
、
透
水
性
舗
装
の
採
用
な
ど
に
よ
り
排
水
が

図
れ
る
場
合
に
は
、
車
い
す
な
ど
の
通
行
を
考
慮
し

て
、
横
断
勾
配
を
一
%
以
下
と
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
o

③
既
設
の
マ
ウ
ン
ト
ア
ッ
プ
形
式
の
歩
道
に
、
民
地

へ
の
車
両
の
出
入
り
等
の
た
め
に
設
け
る

｢車
両
乗

入
れ
部
｣
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
歩
道
を
通
行
す
る

歩
行
者
の
快
適
な
通
行
を
よ
り

一
層
確
保
す
る
た

め
、
歩
道
の
平
坦
部
の
幅
員
を
可
能
な
限
り
確
保
で

き
る
よ
う
、
以
下
の
通
り
す
り
つ
け
部
の
構
造
を
改

め
て
い
る
。

の

歩
道
の
高
さ
が
一
五
m
の
場
合
、
す
り
つ
け
部

分
の
長
さ
を
七
五
皿
と
規
定
し
、
従
来
よ
り
短
い

長
さ
で
す
り
つ
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

る

歩
道
の
高
さ
が
一
五
m
を
超
え
る
場
合
は
、
従

来
ど
お
り
す
り
つ
け
部
の
勾
配
に
よ
る
規
定
と
し

ま
す
が
、
可
能
な
限
り
平
坦
部
を
広
く
確
保
す
る

こ
と
を
記
述
。

勿

い
ず
れ
の
場
合
も
、
歩
車
道
境
界
に
設
け
る
段

差
は
五
皿
と
す
る
こ
と
を
原
則
。

六

整
備
状
況

｢社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
｣
に
お
い
て
、
道
路
の
バ

" 道々テセ 2005,1
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【マウントアップ形式1

準

鬘

　　
　
　

　　

　

　
　

　
　

高

犠断歩選への蜑鯰離
に対する句鯲ぬく難曲

横断歩邁との暁群の高さは礎穀より酸饅｣淺棚準
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これから整隠していく事遺
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リ
ア
フ
リ
ー
化
に
関
す
る
整
備
目
標
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
一
日
当
た
り
の
平
均
利
用
者
数
が
五
、
0
0
0
人
以

上
の
旅
客
施
設
の
周
辺
等
の
主
な
道
路
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
さ
れ
た
道
路
の
割
合

(｢歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
率
｣
)
を
指
標
と
し
て
お
り
、
平
成
一
九
年
度
ま
で
に

約
五
割
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、

｢
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
道
路
｣
と
は
、
車
い
す
が
す

れ
違
う
こ
と
が
出
来
る
幅
員
を
有
し
て
い
る
、
段
差
が
解

消
さ
れ
て
い
る
、
視
覚
障
害
者
用
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
が
設
置

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
道
路
の
移
動
円
滑
化
に
関
す
る
基
準

に
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し
、
高
齢
者

･
障
害
者

に
と
っ
て
も
円
滑
で
安
全
に
移
動
で
き
る
歩
行
空
間
が
整

備
さ
れ
た
道
路
を
示
し
て
い
る
。

平
成
土
ハ年
度
末
に
お
け
る
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
率
は
三
一
%
に
向
上
し
、
着
実
に
整
備
は
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
前
年
度
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
率

の
伸
び
が
八
%

(
一
七
%

(H
料
)
↓
二
五
%

(H
6
))

で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
平
成
一
六
年
度
は
前
年
度
か
ら
の

伸
び
が
約
六
%
に
留
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
進
捗
度
は
低
下

し
て
き
て
い
る
傾
向
で
あ
り
、
今
後
、
目
標
を
達
成
に
向

け
て
積
極
的
な
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

ろ
で
あ
る
が
、
ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
バ
リ
ア
を
は
じ
め
、

り
、
道
路
に
お
い
て
も
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ

身
体
障
害
者
等
に
と
っ
て
の
バ
リ
ア
は
未
だ
に
存
在
し
て

の
要
請
は
ま
す
ま
す
高
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

今
後
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
く
重
点
整
備
地

イ
ン
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
政
策
展
開
の
中
で
も
最
も
重

区
を
は
じ
め
、
様
々
な
地
域
に
お
い
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

要
な
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
誰
も
が
円
滑
に
通
行
で
き
る
バ
リ

ヒ
の
総
合
的
な
取
組
み
を
充
実
、
強
化
し
て
い
く
必
要
が

ア
フ
リ
ー
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
進
め
、
バ

あ
る
。

リ
ア
フ
リ
ー
社
会
の
形
成
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
公
共
交
通
機
関
や
高
齢
者
、

こ
と
と
し
て
い
る
。

道々マセ 2005.11 Z!

い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
考
え
方
を
踏
ま
え
た
政
策
展
開
の
中
で
も
最
も
重

要
な
政
策
の
一
つ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
総
合
的
な
取
組
み
を
充
実
、
強
化
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
公
共
交
通
機
関
や
高
齢
者
、

障
害
者
等
が
社
会
生
活
に
お
い
て
利
用
す
る
と
認
め
ら
れ

る
建
築
物
等
に
つ
い
て
、
従
来
の
ハ
ー
ト
ビ
ル
法
と
交
通

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
一
体
化
を
図
り
、
総
合
的
な
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
策
定
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

総
合
的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
で
は
、
旅
客
施
設
か
ら
建

築
物
ま
で
連
続
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
空
間
を
形
成
す
る
等

の
た
め
の
総
合
的
な
国
の
基
本
方
針
の
策
定
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
計
画
策
定
対
象
エ
リ
ア
の
拡
大
、
旅
客
施
設
に

加
え
周
辺
施
設
に
つ
い
て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
、

基
本
構
想
策
定
に
対
す
る
当
事
者
参
加
や
N
P
O
等
か
ら

の
提
案
を
制
度
化
す
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

八

お
わ
り
に

七

総
合
的
な
パ
U
ア
フ
リ
ー
施
策
に
対
す
る

取
組
み
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
対
す
る
取
組
み
に
よ

り
、
道
路
を
は
じ
め
と
て
一
定
の
進
捗
が
図
ら
れ
た
と
こ

我
が
国
の
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
要
請
の
高
ま
り
を
鑑
み
る
と
、
今
後
高
齢

者
、
身
体
障
害
者
等
を
含
む
、
誰
も
が
安
心
し
て
、
積
極

的
に
社
会
参
加
で
き
る
環
境
の
形
成
が
重
要
な
課
題
で
あ
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菱
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道
路
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

5
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
の
設
定
;

名
古
屋
市
健
康
福
祉
局
障
害
福
祉
部
障
害
施
設
課

同

緑
政
土
木
局
道
路
部
道
路
維
持
課

一

は
じ
め
に

名
古
屋
市
で
は
、
全
て
の
人
に
や
さ
し
い
｢
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
｣
の
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
に
、
｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
｣
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
障
害
者
の
利
用
施
設
等
の
周
辺

五
〇
0
m
程
度
の
地
域
を

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
｣
と

し
て
設
定
し
、だ
れ
も
が
よ
り
安
全
に
移
動
で
き
る
よ
う
、

道
路
交
通
環
境
を
整
備

･
維
持
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
や
通
行
者
に
理
解
と
協
力
を
求
め
、
ソ
フ
ト
面
か
ら
の

思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。

昭
和
五
七
年
度
に
、
｢名
古
屋
盲
学
校

･
千
種
聾
学
校

周
辺
｣、
｢盲
導
犬
総
合
訓
練
セ
ン
タ
ー
･
明
和
寮

(身
体

障
害
者
授
産
施
設
)
周
辺
｣
に
設
定
し
た
の
を
は
じ
め
、

平
成
一
六
年
度
末
現
在
で
は
、
市
内
二
一
ヵ
所
に
設
定
し

て
い
ま
す
。
平
成
一
五
年
度
ま
で
は
、
｢
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
ゾ
ー
ン
｣
と
い
う
名
称
で
し
た
が
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
や

｢
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
｣
と
い
う
言
葉
が
事
業
の
趣
旨
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
と
い
う
意
見
等
も
あ
り
、
平
成
一
六
年
度
か
ら

名
称
を

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
｣
に
変
更
す
る
と
と
も

に
、
目
的
に
つ
い
て
も
障
害
者
の
円
滑
な
移
動
を
確
保
す

る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
障
害
の
有
無
や
年
齢
に
か
か
わ

ら
ず
、
全
て
の
人
に
や
さ
し
い

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
｣
の
視
点
に
立
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
変
更
し
ま
し
た
。

平
成
一
七
年
度
は
、
｢西
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー

(知

的
障
害
児
通
園
施
設
)
･
小
本
育
成
苑

(知
的
障
害
者
更

生
施
設
)
周
辺
｣
に
お
い
て

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
｣

の
設
定
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
資
料
を
用
い
て
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
設
定
の
流
れ
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。二

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
の
設
定
に
つ
い
て

1

対
象
地
域
の
調
査
･
点
検
に
つ
い
て

対
象
と
な
る
障
害
者
の
利
用
施
設
等
の
周
辺
地
域
に
つ

い
て
、
住
民
の
方
や
道
路
を
利
用
す
る
方
な
ど
地
域
の

方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
施
設
周
辺
の
道
路
や
学
校

の
通
学
路
等
を
中
心
に

｢交
通
安
全
総
点
検
｣
(写
真
1
)

を
行
い
、
歩
道
の
勾
配
や
段
差
、
障
害
物
、
視
覚
障
害
者

誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
、
標
識
類
、
交
通
安
全
の
状
況
等
の
点

検
を
実
施
し
ま
す
。住
民
の
方
と
行
政
等
が
ペ
ア
に
な
り
、

各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
現
地
を
歩
き
な
が
ら
場
所
ご
と

の
問
題
点
や
気
が
つ
い
た
こ
と
な
ど
を
点
検
地
図

(図

ー
)、
点
検
シ
ー
ト

(図
2
)
に
書
き
込
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
の
際
、
で
き
る
限
り
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
に
も
参



写真 1 地域の方の参加をいただいての ｢交通安全総点検｣

図 2 点検シート 図 1 交通安全総点検地図

点 検 シ ー ト

住所又は
団体名

氏名 年齢Iを増簾猛る艀歳

点検を行って、問題点や改善案がある場合は、点僑包囲の該当する位置に轟号{事28 ･年を
記入してください。
次に点検表へ地図の番号を記入し、問題点や改善案を具体的に記入して下さい,
点検全体について意見等があれば、左下の意見欄に記入して下さい。

記入 例
点 検 表

問題点(改善案)、良い点など　　

　　　
　

　　 　
　　　　　　　　　　　　　
(諭 車道鷹の側溝塞が破損していてガタガタしている

番号 点 検 表
問題点 (改善案外良い点など

.･ ‘‘･

交 通 安 全 総 点 検 ハコース

　　　　　　

　　
ふむ,凝払え

　 　
　　　　　　　

きききざし -

　
　　　　　　　　　　

意見欄(点挨についての意見など)



交通安全総点検 指摘項目一覧 (Aコース)
区別 番号 指摘項目 件数

公安 J増I、 南北の歩行者信号(青信号)が短い 2

道路 2 外側線を設置して欲しい ･1l

道路 3 歩道を設置して欲しい 4

道路 4 道路(路肩)の傾斜がきつい ･1I-
道路 5 歩道の切り下げに段差がある 2

道路 6 色付の路肩を設置して欲しい
道路 7 オイルの跡らしきものがある

道路 8 ガラスの破片がある

道路 9 歩道がデコボコしている

道路 10 乗り入れが車いすで上がれない
道路 = 乗入れの段差をなくして欲しい
道路 12 歩道の切り下げブロックに段差がある 2

道路 13 歩道の勾配がきつく、車道を歩いている 2

道路 14 歩道の切り下げブロックに段差がある ･ 5

道路 15 歩道舗装が下がっている
道路 16 歩道の切り下げブロックに段差がある 5

道路
道路

ワ
"
協

歩道が陥没している 5

草がはえている

道路 19 歩道舗装が傷んでいる
道路 20 隼こがはえている 2

1道路 21 乗入れ部に段差がある
道路 22 歩道にでこぼこが多い 6

道路 23 歩道に砂利があって車いすがすべる 1

道路 24 歩道に傾斜がある 1

道路 25 防護柵が錆びているので、塗装して欲しい 3

達観各 26 車道の掘削跡がくぼんでいる 1

道路 27 色付の路肩を設置して欲しい、外側線を設置して欲しい 1

道路 28 L型側溝に砂が溜まり、草が-まえている 1

道路 29 舗装の破損、L型側溝のガタツキ 1

道路 30 ショルダー部に段差がある 1

道路 3 1 舗装が傷んでいる 2

道路 32 し型側溝が砂利で埋まっている 2

道路 33 L型側溝が破損している 1

道路 34 舗装とショルダーに段差がある 1

道路 35 コンクリート(ショルダー)部分が破損してし、る 2

道路 36 マンホール付近の道路が陥没している 1

道路 37 不法投棄がある (バッテリー) 1

道路 38 歩道の横断勾配がきつい 1

道路 39 電柱と歩道部コンクリート義に隙間がある 1

公安 40 “止まれ"の路面標示が消えかけている 1

道路 41 転落の危険があり、柵をつけて欲しい 3

道路 42 防護柵が錆びているので、塗装して欲しい
道路 43 歩道が水路義でデコボコしている
公安 44 違法駐車が多い
道路 45 方町公園周辺に柵が欲しい
公安 46 放置車両があり、人が住んでいる 3

道路 47 歩道が狭く通行できない 3

公安 48 駐車車両が多い 2

道避各 49 歩道の舗装が傷んでおり、デコボコしている 5

道路 50 歩道の切り下げブロックに段差がある 2

i公安 5 I 喫茶店への駐車車両が歩道にはみ出している
道路 52 歩車道境界ブロックが破損している 1

道路 53 点字ブロックがガタついている 4

公安 54 “横断歩道"の路面標示が消えかけている i

道路 55 一方通行の道路では、出来る限り歩道を設置して欲しい l

公安 56 信号 (押しボタン式)がほしい。駐車車両があり見通しが悪いときがある l

1道路 57 歩道に段差が多くあり困る

(中川区小本 1丁目始め 3 か町)

図 3 交通安全総点検 指摘項目一覧



加
し
て
い
た
だ
い
て
、
｢高
齢
者
や
障
害
者
が
使
い
や
す

い
道
路
環
境
で
あ
れ
ば
誰
に
で
も
使
い
や
す
く
な
る
は

ず
｣
と
い
う
視
点
で
点
検
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

車
い
す
を
使
用
し
て
疑
似
体
験
を
行
う
こ
と
で
、
普
段
と

は
違
っ
た
視
点
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
促
し
ま

す
。車

い
す
に
乗
る
こ
と
で
、
歩
い
て
い
る
時
に
は
気
に
な

ら
な
い
段
差
や
勾
配
が
ど
れ
ほ
ど
車
い
す
利
用
者
に
と
っ

て
バ
リ
ア
に
な
っ
て
い
る
か
、
何
気
な
く
止
め
て
あ
る
駐

車
車
両
や
歩
道
に
置
か
れ
て
い
る
看
板
等
が
い
か
に
車
い

す
利
用
者
に
と
っ
て
は
通
行
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
る
か
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
参
加
者
自

身
に
と
っ
て
も
障
害
者
を
理
解
す
る
た
め
の
啓
発
の
一
環

と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
を
今
後
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め

の
ソ
フ
ト
施
策

(住
民
の
方
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
や
啓
発

活
動
な
ど
)
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
場
と
な
り
ま
す
。

3

整
備
等
に
つ
い
て

整
備
計
画
に
つ
い
て
は

｢交
通
安
全
総
点
検
｣
の
結
果

を
基
に
、
協
議
会
に
お
い
て
決
定
し
て
い
き
ま
す
。

○

｢西
部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
･
小
本
育
成
苑
周
辺
｣
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
に
か
か
る
主
な
整
備
内
容

･
歩
道
の
段
差
･
勾
配
の
改
善

･
車
道
や
歩
道
の
舗
装
修
繕

･
歩
道
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
桝
の
改
良

2

協
議
会
に
つ
い
て

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
設
定
予
定
地
を
所
管
す
る
区
役

所
に
お
い
て
、
町
内
の
委
員
や
民
生
委
員
な
ど
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
住
民
の
方
や
関
係
施
設
、
警
察
、
行
政
な
ど

の
関
係
機
関
か
ら
構
成
す
る

｢協
議
会
｣
を
組
織
し
て
ゾ

ー
ン
の
設
定
や
管
理
運
営
に
か
か
る
調
整
を
行
い
ま
す
。

｢交
通
安
全
総
点
検
｣
で
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
指
摘

項
目

(図
3
)
を
基
に
、
今
後
整
備
す
る
内
容
に
つ
い
て

の
検
討
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
日
頃
か
ら
問
題
に
な
っ

て
い
る
事
柄
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
整
備
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、
設
定
さ
れ
た

　
　　　
　

　
　
　
　

さ

ま鱸
え

写真 2 ユニバーサルゾーン標識



･
路
肩
の
カ
ラ
ー
舗
装
化

三

お
わ
り
に

･
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
の
整
備

(歩
行
者
の
交
通
安
全

の
確
保
、
道
路
環
境
の
向
上
)

･
路
面
標
示
の
改
善

･
視
覚
障
害
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の
改
善

.
路
上
放
置
物
件
の
除
去
や
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

整
備
内
容
が
決
定
さ
れ
た
の
ち
、
内
容
に
基
づ
い
て
道

路
管
理
者
や
警
察
、
関
係
機
関
が
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ゾ
ー
ン
内
の
適
所
に

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
標

識
｣
(写
真
2
)
を
設
置
し
て
、
自
動
車
や
自
転
車
で
通

行
す
る
方
に
思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
通
行
者
や
地
域
住
民
の
方
に
は
理
解
と
協
力
を
求

め
て
、
障
害
者
や
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
誰
に
と
っ
て

も
や
さ
し
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
こ
の
エ
リ
ア
が
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
ま
す
。

こ
の

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
標
識
｣
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
は
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
が
よ
り
安
全
な
通
行
が

で
き
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
互
い
に
助
け
あ
っ
て
い
る
姿

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
総
点
検
の
結
果
を
基
に
、
｢交
通
ヒ

ヤ
リ
マ
ッ
ブ
｣
(次
頁
図
4
)
を
作
成
し
て
配
布
し
、
エ

リ
ア
内
の
ヒ
ヤ
リ
と
す
る
危
険
箇
所
や
歩
行
時
の
注
意
事

項
を
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ゾ
ー
ン
設
定
後
は
、
協
議
会
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
ゾ

ー
ン
の
維
持
･
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ゾ
ー
ン
設
定
事
業
の
特
徴
は
、
地

元
住
民
、
関
係
機
関
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て
い

く
と
い
う
、
複
数
の
関
係
者
の
協
働
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る

事
業
で
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
道
路
環
境
の
整
備
と
い

う
ま
ち
づ
く
り
に
、障
害
者
の
観
点
を
取
り
入
れ
て
お
り
、

行
政
と
し
て
、
福
祉
担
当
で
あ
る
健
康
福
祉
局
、
道
路
担

当
の
緑
政
土
木
局
、
地
元
に
密
着
し
て
い
る
区
役
所
が
お

互
い
に
関
わ
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
も
特
色
の

一
つ
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

｢誰
に
も
や
さ
し
い
｣
と
い
う
レ
ベ
ル
に
す
る
こ
と
は
、

大
変
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
人
の
意
見
を
聞

い
て
整
備
等
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
は

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
｣
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は

重
要
な
こ
と
で
す
。
特
に
障
害
者
に
つ
い
て
は
障
害
の
種

別
や
程
度
に
よ
り
個
人
差
が
あ
る
た
め
に
、
道
路
の
整
備

を
は
じ
め
と
す
る
ハ
ー
ド
整
備
に
お
い
て
は
、
多
く
の
障

害
者
か
ら
の
意
見
を
聞
い
て
調
整
を
図
る
こ
と
、
ま
た
そ

の
よ
う
な
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

メ6 道々テセ 2005.11



信号わ枷、になりそうなときは
次の古まで待ちましょう

　　
道路への飛び出しはやめましょう

万 町

　
　

万町公園

　　
　　
セコ

　　　　
　　 　　 　

しノメメ鰯蓬鼓蒋‐ドを出して曲がってきます
、 気をつけてわたこりましょう

!
歩鐘が橋凄いので
すれ趨いは魔をコけて ′

′
--

名古屋市緑政土木局道路維持課
平成17年7月作成

中川区小本地区交通ヒヤリマップ

図 4 交通ヒヤリマップ



し杉
"
"
!箋
悠
特
集
/
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

ミ
黍
~
~
↓
!
◆
ミ
~
!
ミ!
;
き
う
y
ミ!
]
委
ミ'
"
;
l

豊
中
市
に
範
け
る
菟
週
バ
リ
ア
ラ
リ
ー
の
轢
組
み

豊
中
市
土
木
下
水
道
部
土
木
下
水
道
建
設
課

山
本

幸
久

　
　

　

里

〆

　

　

一
は
じ
め
に

豊
中
市
は
、
人
口
約
三
九
万
人
、
面
積
約
三
七
平
方
キ

ロ
で
、
大
阪
市
の
北
に
接
し
て
い
る
。
鉄
軌
道
は
、
大
阪

梅
田
地
区
か
ら
放
射
線
状
に
伸
び
る
路
線
を
中
心
に
、
四

路
線
一
三
駅
あ
り
、
そ
の
他
に
大
阪
国
際
空
港
が
存
し
て

い
る

(図
1
)。

本
市
で
は
、
平
成
一
二
年
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の

施
行
を
受
け
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
組
み
を
開
始
し

た
。
全
て
の
駅
で
基
本
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
一

三
駅
を
九
地
区
に
分
け
、
九
地
区
を
四
期
に
分
け
構
想
策

定
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
四
地
区
の
構
想
策
定
を
終
え
、

残
る
五
地
区
の
構
想
策
定
に
取
り
組
む
一
方
、
構
想
を
策

定
し
た
地
区
で
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
平
成
二
二
年
ま
で
に
全
地
区
の
事
業
完
了
を
目
指

図 1 重点整備地区位置図
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鋺癈カ刈週
民

蛤
競

鰤
厘
僞

翁練

蹴雙
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箋

交
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全

鰯

鰄

…
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廳
鷁
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意
事
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謝
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コ
カ
ケ
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孔
展

イ
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ブ
饑

し
鋤
裁

の
僞
爾

際親冤
ト
瀦

ン
ー秘

鱒沙潴
ひ
識
檄

繊紗艷
の
障嫌鰓続き

,
◎鰄鏡鱗 せ

ム
魁

ス
の

事

離
蕎
驚

饑
江
醸

醗鱗穢鱗
t

鬘
鶏

の朧地
市讓

艇
室
粉激励#麺職繊

図 2 交通バリアフリー推進体制と市民参加プログラム

交通バリアフリー教室
(目的)!かのバリアフリーの促進
(対象)市民

パブリックコメント
(目的)構想く案) に対する意見収集
(対象)市民

(目的)交通バリアフリー理解度の向上週
民

蛤
競

鰤
厘
僞

し
て
い
る
。

基
本
構
想
の
策
定
か
ら
道
路
特
定
事
業

の
実
施
ま
で
の
取
組
み
は
土
木
下
水
道
建

設
課
が
担
当
し
て
い
る
が
、
以
下
に
、
そ

の
市
民
参
加
手
法
と
成
果
と
し
て
の
整
備

事
例
を
示
す
。

二

市
民
参
加

本
市
で
は
、
図
2
の
通
り
、
基
本
構
想

の
策
定
か
ら
事
業
実
施
ま
で
、
多
様
な
市

民
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
市
民
の

意
見
の
反
映
に
努
め
て
い
る
。
構
想
策
定

に
お
け
る
委
員
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

多
く
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

本
市
で
は
、
構
想
策
定
後
も
継
続
的
に
市

民
参
加
の
場
を
設
け
て
い
る
。

1

推
進
協
議
会

構
想
を
策
定
し
た
地
区
で
は
、
構
想
に

基
づ
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
、
推
進
協
議
会
を
設
置
し
て

い
る
。
会
議
は
、
幹
事
会
や
説
明
会
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
そ
の
内
容
に
応
じ
た

形
態
で
行
い
、
幹
事
会
は
、
基
本
構
想
に

基
づ
く
事
業
の
連
絡
調
整
や
進
捗
状
況
の

把
握
を
行
う
。
説
明
会
は
、
広
く
地
区
住

民
等
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
各
事
業
者
の
計
画
や
工
事
な

ど
の
説
明
を
合
同
で
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
構
想
に
基
づ
く
事
業
の
進
行
管
理
を
行

い
、
構
想
が
絵
に
描
い
た
餅
と
な
ら
な
い
よ
う
、
着
実
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る
と
共
に
、
計
画
･
工
事
に
市

民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
る
。
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2

チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

こ
れ
ま
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
設
置
し
た
障

害
者
用
施
設
に
対
し
、
｢ト
イ
レ
の
使
い
勝
手
が
悪
い
。｣

と
い
う
意
見
や
、
｢点
字
案
内
板
が
わ
か
り
に
く
い
。｣
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
、

細
部
に
亘
る
全
て
を
規
定
し
て
い
る
の
で
な
く
、
設
計
者

の
判
断
に
委
ね
る
部
分
が
あ
り
、
設
計
者
が
障
害
者
の
使

い
勝
手
を
充
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
ま
ま
、
判
断
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
。
例
え
ば
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
、
｢出

入
り
口
付
近
に
点
字
案
内
板
を
設
置
す
る
こ

と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
内
容
を
ど
の
よ
う
な
ル
J
ル
で
表
示
す
る
か

は
記
載
し
て
い
な
い
。

そ
こ
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
な
い
細
部
の
仕
様
を
決
定

す
る
必
要
の
あ
る
障
害
者
用
施
設
の
設
計

･
工
事
に
際

し
、
事
業
者
が
障
害
者
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
そ
の
意
見

を
参
考
と
す
る
シ
ス
テ
ム

｢
バ
リ
ア
フ
リ
ー
チ
ェ
ッ
ク
シ

ス
テ
ム
｣
を
確
立
し
た
。
そ
の
進
め
方
は
次
頁
図
3
の
通

m閉附ソ
0こ

れ
ま
で
に
、

一
一
件
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
点
字
案



①障害者用施設の設計･工事
⑦チェックの準備

②チェックの俵穎 ⑨雷守計 ･工事へ反映

⑯緩
もク気重“

＼でき ツクの美施

⑥連絡

事務局 @妙連絡 1弱力 機 関
④、幽綣 チ ェ ッ ク /v一 ソ ン

± 木 下 水 道 建言設 課
- -÷◇

障害福祉センターひまわり ノ 、 障 害 者

《~‐-~----~~-一一---------~------、-‐-------------------------‘--------
---------;グ;/

⑪報告 ノノ 意見の申 し出

交 通′てリ ア フ リ ー
基 本 構 想 検 討 委 員 会

図 3 チェックシステムの進め方

内
板
の
内
容
、
立呈
戸
案
内
の
内
容
、
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
の

設
置
仕
様
、
多
機
能
ト
イ
レ
の
手
す
り
、
ボ
タ
ン
、
フ
ッ

ク
等
の
仕
様
の
決
定
に
役
立
っ
て
い
る

(写
真
1
)。

ッ

3

案
内
シ
ス
テ
ム

視
覚
障
害
者
か
ら
、
｢道
路
の
新
設
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
一
時
撤
去
な
ど
の
工
事
情
報
が
伝
わ
ら
ず
、
安
全
確
認

が
で
き
な
い
。｣
と
の
意
見
を
受
け
、
基
本
構
想
に
基
づ

く
工
事
を
実
施
す
る
際
、
障
害
者
な
ど
に
工
事
情
報
を
事

く が の 3

写真 1 障害者の方によるバリアフリー施設のチェック

〔
/ /

事業者

/ /①ェ事実施
②連絡

/ /
①ェ事実施

/ 、、＼＼
室総局 ＼‐ ③連絡 // 協力機関 、＼

　　　 　 　 　 　　　　　 　　　
　　　　

　 　

＼
↓↑ト 入 蛭也賄 / / ＼ 陣-中田 )

　　　 　
土木下水道建設課 陣藝雪福祉センターひまわり

前
に
知
ら
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
た
。

通
常
、工
事
の
お
知
ら
せ
は
周
辺
住
民
に
対
し
て
行
い
、

遠
方
か
ら
来
る
者
に
対
し
て
は
、
十
分
に
は
行
っ
て
い
ズ

で
鑿 閥 ム ー………………＼‐④-ぬ‐開………… - - ……‐↓‐@ 螂 ………‐----l を

岬 市のホ‐小川 l建脣鴬中 瞑り増 茉鍔 拭

⑧確認
一--- --- - -- ミ

く ご
瀦認-

キ
ー---------------- サ

ブ
一◎漕ぎ - - -一--J 亦

　
障害者等の市民 ⑤必要に応じ･市民が事業割こ詳細 行内容を確認

つ

ホームページアドレス : http://w w w .City.toyonaka.osaka.jp/toyonaね/dobokugesui/d-kensetsuノーrb anerF m m て
し、

図4 案内システムの進め方 な

20 道行セ 2005,1l



い
。
健
常
者
な
ら
こ
れ
で
も
対
応
で
き
る
が
、
視
覚
障
害

と
し
て
、
地
下
道
の
両
側
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
る

者
の
場
合
、
現
地
情
報
を
得
に
く
く
、
安
全
性
が
著
し
く

こ
と
に
な
っ
た

(図
5
)
。

低
下
す
る
。
車
い
す
利
用
者
の
場
合
も
、
通
行
で
き
る
ル

一
般
的
に
事
業
者
は
、
基
準
に

｢
一
一
人
乗
り
以
上
の

ー
ト
が
限
ら
れ
、
急
な
対
応
が
で
き
な
い
。
障
害
者
に
対

大
き
さ
と
す
る
。｣
と
あ
れ
ば
、
最
低
の
三

人
乗
り
で

し
て
は
、
事
前
の
情
報
伝
達
が
必
要
で
あ
る
。

計
画
す
る
。
こ
れ
は
、
基
準
以
上
に
大
き
く
す
れ
ば
、
会

低
下
す
る
。
車
い
す
利
用
者
の
場
合
も
、
通
行
で
き
る
ル

ー
ト
が
限
ら
れ
、
急
な
対
応
が
で
き
な
い
。
障
害
者
に
対

し
て
は
、
事
前
の
情
報
伝
達
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、各
事
業
者
の
工
事
情
報
を
一
括
し
て
公
開
し
、

障
害
者
が
事
前
に
情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

そ
の
進
め
方
は
図
4
の
通
り
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
市
民
に

対
す
る
工
事
情
報
案
内
だ
け
で
な
く
、
構
想
に
基
づ
く
工

事
の
進
捗
状
況
の
把
握
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

三

緑
地
公
園
駅
地
区
に
お
け
る
整
備
事
例

第
一
期
の

｢緑
地
公
園
駅
地
区
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基

本
構
想
｣
は
、
平
成
一
四
年
六
月
に
策
定
し
、
平
成
一
九

年
度
整
備
完
了
を
目
標
に
、
鉄
道
事
業
者
、
公
安
委
員
会
、

公
園
管
理
者
、
国
道
管
理
者
及
び
豊
中
市
道
管
理
者
が
連

携
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
事
業
を
進
め
て
い
る
。

1

地
下
道
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

緑
地
公
園
駅
の
改
札
口
は
、
国
道
四
二
三
号
下
の
地
下

二
階
に
あ
り
、
改
札
口
と
両
側
の
地
上
部
を
結
ぶ
地
下
道

は
、
改
札
口
へ
の
ア
ク
セ
ス
で
あ
る
と
共
に
、
国
道
に
よ

り
分
断
さ
れ
て
い
る
地
区
東
西
を
結
ぶ
連
絡
路
で
も
あ

り
、
市
道
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
低
差
約
九
m
も

あ
る
地
下
道
に
は
階
段
し
か
な
い
。
そ
こ
で
、
豊
中
市
が

国
土
交
通
省
道
路
局
所
管
の
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

"′

“
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い
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　　　図

計
検
査
な
ど
で
そ
の
理
由
･
必
要
性
を
問
わ
れ
、
過
大
設

計
と
し
て
扱
わ
れ
、
検
査
が
通
ら
な
い
と
考
え
て
し
ま
う

か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
場
合
、
市
民
か
ら

｢ス

ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
や
複
数
の
車
い
す
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
利
用

で
き
る
よ
う
な
大
き
さ
に
す
べ
き
で
あ
る
。｣
と
の
意
見

を
受
け
、
一
一
人
乗
り
を
大
き
く
上
回
る
二
七
人
乗
り
の

大
き
さ
に
変
更
し
た
。
内
径
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
に
も

対
応
で
き
る
、
一
･
四
×
二
･
七
m
。
通
常
、
国
庫
補
助

事
業
と
し
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
き
さ
は
認
め
ら
れ
な
い

が
、
市
民
か
ら
出
た
意
見
で
、
基
本
構
想
に
も
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
及
び
大
阪
府
と
協
議
し
、
承
認
を



得
た
。

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
出
入
口
に
つ
い
て
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
基
準
で
は
、
｢ひ
さ
し
を
設
け
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。｣
と
あ
り
、
ひ
さ
し
を
計
画
し
て
い
た
が
、
｢車
い

す
も
濡
れ
な
い
よ
う
な
大
き
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。｣

と
の
意
見
や
、
｢隣
接
す
る
駅
ビ
ル
と
繋
い
で
ほ
し
い
。｣

と
い
う
意
見
を
受
け
、
最
終
的
に
延
長
三
五
m
と
い
う
大

き
な
上
屋
と
な
っ
た
。
通
常
、
道
路
は
雨
に
濡
れ
て
当
た

り
前
と
い
う
考
え
方
や
、
特
定
の
民
間
ビ
ル
だ
け
を
配
慮

し
て
い
い
の
か
と
の
懸
念
が
生
じ
る
が
、
市
民
の
後
押
し

を
受
け
、
設
置
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

(写
真
2
)。

2

西
口
改
札
の
ス
ロ
ー
プ
設
置

本
地
区
で
は
、
駅
構
内

･
構
外
に
計
四
基
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
下
一
階
ホ
ー
ム
か
ら

地
下
二
階
中
央
改
札
口
を
経
て
地
上
ま
で
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
さ
れ
た
ル
ー
ト
を

一
つ
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
こ
の
ル
ー
ト
は
西
側
利
用
者
に
と
っ
て
は
、

遠
回
り
で
か
つ
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
二
回
利
用
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
、
市
民
か
ら

｢西
口
改
札
か
ら
隣

接
す
る
民
間
ビ
ル
ヘ
の
ル
ー
ト
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
し
て

ほ
し
い
。｣
と
い
う
意
見
を
受
け
、
構
想
策
定
後
も
検
討

を
重
ね
、
当
初
は
難
し
い
と
、
構
想
に
記
載
で
き
な
か
っ

た
ス
ロ
ー
プ
設
置
を
実
施
し
た
。

鉄
道
事
業
者
が
、
道
路
事
業
者
の
施
工
す
る
構
外
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
新
設
及
び
階
段
改
築
工
事
の
土
留
め
を
共
有

し
、
既
存
の
西
口
通
路
の
外
側
に
新
た
に
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

リ
ア
フ
リ
ー
化
と
い
う
共
通
認
識
の
下
、
可
能
と
な
っ
た

パ
ー
ト
を
構
築
す
る
こ
と
と
、
改
札
機
を
新
設
す
る
こ
と

も
の
で
あ
る
。

な
ど
に
よ
り
、
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
通
常
な
ら
、

こ
れ
に
よ
り
、
西
口
改
札
か
ら
民
間
ビ
ル
を
通
り
、
服

鉄
道
事
業
者
も
一
つ
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ル
ー
ト
を
確
保
す

部
緑
地
公
園
へ
直
結
す
る
ル
ー
ト
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ

れ
ば
、
そ
れ
で
よ
し
と
し
、
道
路
事
業
者
も
国
庫
補
助
事

れ
、
移
動
距
離
も
二
四
五
m
が
一
二
五
m
に
短
縮
し
、
よ

業
の
計
画
内
容
の
変
更
や
工
期
が
延
び
る
こ
と
を
嫌
い
、

り
多
く
の
人
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
と
な
っ
た

(図

土
留
め
の
共
有
を
承
認
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
地
区
の
バ

6
、
写
真
3
)。

新設構内 E V

図 6 緑地公園駅西口改札スロープ計画平面図

口
通

=

-

l

ホ

西
設

j

　

　

写真 3 バリアフリー化された緑地公園駅西口通路
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3

寺
内
一
二
号
線
の
歩
道
設
置

五

お
わ
り
に

寺
内
第
三
一号
線
は
、
地
区
の
内
外
を
結
ぶ
主
要
道
路

様
々
な
市
民
参
加
手
法
を
行
い
、
利
用
者
で
あ
る
市
民

の
意
見
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
よ
り

利
便
性
の
高
い
施
設
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
事
業
課
で
あ

る
土
木
下
水
道
建
設
課
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
市
民
に
対
し
、

事
業
説
明
は
行
っ
て
き
た
が
、
今
回
の
よ
う
に
構
想
づ
く

り
か
ら
事
業
完
了
ま
で
継
続
的
に
市
民
参
加
で
取
組
む
の

は
初
め
て
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
事
業
説
明
会
で
は
、
市

民
と
行
政
が
敵
対
関
係
に
な
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多
か
っ

た
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
な
ど
の
市
民
参
加
を
継
続

的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
お
互
い
の
理
解
と
信
頼
関
係
が

生
ま
れ
、
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
市

民
と
行
政
も
個
人
と
個
人
の
顔
の
見
え
る
関
係
が
大
切
で

あ
る
。

道
づ
く
り
が
車
中
心
か
ら
、
人
中
心
に
シ
フ
ト
し
て
お

り
、市
道
の
多
く
を
占
め
る
住
区
内
道
路
の
あ
り
か
た
は
、

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
こ
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
手
法
は
今
後
の
道

路
整
備
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
る
。

と
し
て
、
自
動
車
や
歩
行
者
が
集
中
し
て
い
る
が
、
幅
員

が
七
m
と
狭
く
、
歩
道
が
な
い
。
歩
道
を
設
置
す
る
に
は
、

現
況
の
対
面
通
行
を
一
方
通
行
と
し
、
車
道
を
縮
小
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
地
元
合
意
が
必
要
。

基
本
構
想
策
定
後
も
推
進
協
議
会
や
部
会
等
で
、
住
民
を

中
心
に
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
明
確
な
合
意
に
は
至
っ

て
い
な
い
。

協
議
の
場
に
積
極
的
に
参
加
す
る
市
民
の
ほ
と
ん
ど
は

一
方
通
行
に
賛
成
で
あ
る
が
、
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
と
考

え
る
住
民
は
あ
ま
り
参
加
し
な
い
。
ま
た
、
本
地
区
は
賃

貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
多
い
地
区
で
あ
る
が
、
こ
の
地
権
者
は

こ
の
地
区
に
住
ん
で
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
住
民
を
中
心

と
し
た
協
議
の
場
で
決
ま
っ
た
こ
と
が
全
体
の
意
見
と

は
、
考
え
に
く
い
。

そ
こ
で
、
本
地
区
に
関
わ
る
住
民
、
地
権
者
及
び
商
業

者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
及
び

交
通
社
会
実
験
に
よ
り
、
地
元
の
意
向
を
確
認
し
、
方
針

を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
実
験
の
前
後
に
行
い
、
来
年
に
方
針
を
決
定
す
る

予
定
。

何
を
も
っ
て
地
元
合
意
と
す
る
か
の
判
断
は
難
し
い

が
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
が
、
今
後
の
地
域
住
民
の
合

意
形
成
の
参
考
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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｢高
架
道
路
下
占
用
許
可
基
準
｣
の
改
正
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

新
妻

俊
光

一

改
正
の
背
景

高
架
道
路
の
路
面
下

(以
下

｢高
架
下
｣
と
い
う
。
)

に
お
け
る
占
用
の
許
可
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
｢高

架
道
路
の
路
面
下
の
占
用
許
可
に
つ
い
て
｣
(昭
和
四
0

年
八
月
二
五
日
付
け
道
路
局
長
通
達
。
以
下

｢旧
通
達
｣

と
い
う
。)
等
に
基
づ
き
取
り
扱
っ
て
き
た
が
、
高
架
道

路
は
支
柱
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
特
殊
な
構
造
の
道

路
で
あ
り
、
高
架
下
に
お
け
る
占
用
許
可
は
、
道
路
管
理

上
好
ま
し
く
な
い
た
め
、
真
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合
以
外
に
つ
い
て
は
抑
制
す
る
こ
と
と
し
て
い
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
高
架
下
の
利
用
形
態
と
し
て
は
、
事
実

上
、
広
場
、
公
園
、
駐
車
場
等
に
限
定
さ
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
街
づ
く
り
の
観
点
等
か
ら
、

高
架
下
も
含
め
た
賑
わ
い
の
創
出
等
が
必
要
と
な
る
ケ
ー

ス
も
生
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
街
づ
く
り
の
観
点
等

を
踏
ま
え
た
高
架
下
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
が
可
能

と
な
る
よ
う
、
｢高
架
道
路
の
路
面
下
の
占
用
許
可
に
つ

い
て
｣
(平
成

一
七
年
九
月
九
日
付
け
道
路
局
長
通
達
。

以
下

｢新
通
達
｣
と
い
う
。)
を
発
出
し
、
高
架
下
占
用

許
可
基
準
を
改
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

三

改
正
の
概
要
等

新
通
達
に
お
い
て
は
、
高
架
下
に
お
け
る
占
用
許
可
を

一
律
に
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、
都
市
計
画
や
周
辺
の
土

地
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
て
、
道
路
管
理
者
が
地
元
地
方

公
共
団
体
等
の
意
見
を
聞
い
て
定
め
る
高
架
下
利
用
計
画

に
基
づ
い
て
、
高
架
下
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
を
図

る
こ
と
と
し
た
。改
正
の
概
要
等
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

抑
制
の
方
針

旧
通
達
に
お
い
て
は
、
高
架
道
路
が
支
柱
に
よ
っ
て
支

え
ら
れ
て
い
る
特
殊
な
構
造
の
道
路
で
あ
る
た
め
、
損
壊

等
の
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
通
常
の
道
路
と
比
べ
交
通

上
の
支
障
が
甚
大
と
な
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
高
架
下

に
お
け
る
占
用
許
可
に
つ
い
て
は
、
相
当
の
必
要
が
あ
っ

て
真
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
占
用

を
認
め
な
い
こ
と
と
す
る

｢抑
制
の
方
針
｣
と
し
て
取
り

扱
っ
て
き
た
。

確
か
に
、
高
架
下
は
道
路
と
い
う
公
共
施
設
か
ら
創
設

さ
れ
た

｢空
間
｣
で
あ
り
、
そ
の
利
用
を
本
来
の
目
的
と

別

し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
が
、
高
架
下
は
路
面
部
と
は
別

2

の
利
用
可
能
な
空
間

で
も
あ
り
･

高
架
下
も
含
め
た

仲

賑
わ
い
の
創
出
等
が
必
要
と
な
る
ケ
ー
ス
も
生
じ
て
い
る

道

こ
と
な
ど
か
ら
、
一
律
に
占
用
を
抑
制
す
る
の
で
は
な
く
、
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都
市
計
画
や
周
辺
の
土
地
利
用
の
状
況
等
を
踏
ま
え
た
高

架
下
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
を
図
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
一
定
の
場
合
に
は
高
架
下
に
お
け
る
占
用
を

認
め
る
こ
と
と
し
た
。

2

無
余
地
性

道
路
の
占
用
は
、
道
路
本
来
の
目
的
で
あ
る
一
般
交
通

へ
の
支
障
が
生
じ
好
ま
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
道
路
法
第

三
三
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
｢道
路
の
敷
地
外
に
余
地
が

な
い
た
め
に
や
む
を
得
な
い
場
合
｣
に
限
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で

｢や
む
を
得
な
い
場
合
｣
と
は
、
諸
般
の
事
情
を

考
慮
し
て
他
に
用
地
を
獲
得
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な

場
合
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
無
余
地
性
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
高
架
下
に
お
け

る
占
用
に
つ
い
て
も
同
様
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

旧
通
達
に
お
い
て
も
、
｢高
架
下
の
占
用
は
、
道
路
管
理

上
及
び
土
地
利
用
計
画
上
十
分
検
討
し
、
他
に
余
地
が
な

い
た
め
に
必
要
や
む
を
得
な
い
場
合
で
な
け
れ
ば
許
可
し

て
は
な
ら
な
い
。｣
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
道
路
本
来
の

目
的
で
あ
る
一
般
交
通
へ
の
支
障
を
考
慮
し
た
無
余
地
性

の
基
準
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
架
下
に
お
け
る
占
用
は
、
通
常
の

占
用
に
比
べ
、
道
路
本
来
の
目
的
で
あ
る
一
般
交
通
に
与

え
る
支
障
の
程
度
が
低
い
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
高
架
下

は
路
面
部
と
は
別
の

｢利
用
可
能
な
空
間
｣
で
も
あ
る
た

め
、
｢無
余
地
性
｣
の
基
準
を
適
用
さ
せ
る
場
合
に
は
、

｢物
理
的
に
空
い
て
い
る
土
地
の
有
無
に
以
上
に

｢土
地

の
合
理
的
利
用
に
つ
な
が
る
の
か
｣
等
の
検
討
に
重
き
が

置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
か
ら
、新
通
達
に
お
い
て
は
、

街
づ
く
り
の
観
点
等
か
ら
高
架
下
の
積
極
的
な
利
用
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
事
務
所
、
店
舗
等
に
よ
る

利
用
形
態
を
含
め
て
、
高
架
下
に
お
け
る
占
用
を
認
め
て

差
し
支
え
な
い
こ
と
と
し
た
。

3

公
共
的
･
公
益
的
利
用
の
優
先

道
路
の
占
用
は
、
一
般
国
民
の
税
負
担
に
よ
り
建
設
･

管
理
さ
れ
る
公
共
施
設
た
る
道
路
の
使
用
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
道
路
の
占
用
相
互
間
に
お
い
て
は
、
公
共
性
の

高
い
も
の
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の

｢公
共
性

の
原
則
｣
に
つ
い
て
は
、
高
架
下
に
お
け
る
占
用
に
つ
い

て
も
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
旧
通
達
に
お
い
て
も
、

｢高
架
下
の
占
用
の
許
可
に
あ
た
っ
て
は
、
公
共
的
な
い

し
公
益
的
な
利
用
を
優
先
す
る
も
の
と
す
る
。｣
と
規
定

さ
れ
て
お
り
、
｢公
共
性
の
原
則
｣
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
当
然
に
維
持

す
べ
き
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、改
正
は
行
わ
な
か
っ
た
。

4

占
用
主
体

旧
通
達
に
お
い
て
、
高
架
下
に
お
け
る
占
用
主
体
に
つ

い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
｢道
路
管
理
者
と
同
等
の
管
理

能
力
を
有
す
る
者
｣
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
高
架

道
路
が
特
殊
な
構
造
で
あ
る
こ
と
及
び
鉄
道
の
高
架
下
に

お
い
て
は
、
使
用
者
が
直
接
建
物
を
建
築
し
た
た
め
、
耐

25

震
補
強
の
工
事
の
際
、
立
ち
退
き
の
要
請
に
応
じ
な
い
な

1

ど
、
そ
の
使
用
が
既
得
権
化
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
占
用

…

者
を
あ
る
程
度
限
定
し
て
占
用
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
し
た

セ

も
の
で
あ
る
o

こ
れ
ら
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
配

鏥

慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
規
定
に
つ
い
て
は

維
持
す
る
こ
と
と
し
た
。

5

高
架
下
利
用
計
画
の
策
定

道
路
の
占
用
は
、
将
来
の
道
路
計
画
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
都
市
計
画
そ
の
他
道
路
周
辺
の
土
地
利
用
計
画
と
調

整
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

｢計
画
性

の
原
則
｣
に
つ
い
て
は
、
高
架
下
に
お
け
る
占
用
に
つ
い

て
も
変
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
旧
通
達
に
お
い
て
も
、

｢高
架
下
の
占
用
は
、
道
路
管
理
上
及
び
土
地
利
用
計
画

上
十
分
検
討
し
、
他
に
余
地
が
な
い
た
め
に
必
要
や
む
を

得
な
い
場
合
で
な
け
れ
ば
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。｣
と

さ
れ
、
占
用
を
許
可
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
道
路
管
理
上

の
観
点
と
並
ん
で
土
地
利
用
計
画
上
の
観
点
か
ら
も
十
分

検
討
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
｢相
当
区
間

連
続
し
て
高
架
化
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
路
面

下
の
全
体
的
な
利
用
計
画
を
作
成
す
る
｣
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
｢計
画
性
の
原
則
｣
の
趣
旨
を
踏

ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

新
通
達
に
お
い
て
は
、
さ
ら
に
、
高
架
下
利
用
計
画
を

作
成
す
る
際
に
は
、
地
元
地
方
公
共
団
体
等
の
意
見
を
聞



く
こ
と
及
び
高
架
下
利
用
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

都
市
計
画
や
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
等
に
十
分
配
慮
す
べ

き
こ
と
を
加
え
、
街
づ
く
り
の
観
点
等
を
踏
ま
え
た
適
正

か
つ
合
理
的
な
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
高
架
下
利
用

計
画
の
策
定
の
趣
旨
を
明
確
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
高
架
下
の
主
た
る
利
用
形

態
で
あ
る
広
場
、
公
園
、
駐
車
場
等
以
外
の
事
務
所
、
店

舗
等
の
利
用
形
態
に
つ
い
て
も
、
高
架
下
利
用
計
画
に
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
街
づ
く
り
の
観
点
等
を
踏

ま
え
た
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
で
あ
る
こ
と
が
担
保
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
占
用
が
可
能
と
な
る
も
の
で
あ

る
oな

お
、
高
架
下
利
用
計
画
の
策
定
に
関
す
る
手
続
き
等

に
つ
い
て
は
、
｢高
架
下
利
用
計
画
策
定
指
針
に
つ
い
て
｣

(平
成
一
七
年
九
月
二
九
日
付
け
路
政
課
長
通
達
)
に
よ

り
別
途
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

つ
い
て
は
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

②
歩
道
の
幅
員

占
用
物
件
が
事
務
所
、
店
舗
等
の
一
定
の
場
合
に
つ

い
て
は
、
占
用
地
利
用
者
の
飛
び
出
し
事
故
等
を
防
止

す
る
た
め
、
歩
道
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

当
該
歩
道
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
横
断
場
所
に
誘
導
す

る
役
割
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
歩
道
の
機
能

を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
幅
員
に
つ
い
て
は
、
道
路
構

造
令
の
規
定
を
参
考
に
し
て
、
一
･
五
m
か
ら
二

･
o

m
に
改
め
た
。

③
経
過
措
置

新
通
達
に
係
る
高
架
下
占
用
許
可
基
準
に
適
合
す
る

た
め
に
、
大
規
模
な
改
修
等
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
場

合
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
間
、
新
通
達
に
係
る
高
架
下

占
用
許
可
基
準
に
適
合
し
て
い
る
も
の
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
と
し
た
。

6

そ
の
他

①
事
前
協
議

旧
通
達
に
お
い
て
は
、
高
架
下
に
お
け
る
占
用
の
申

請
が
提
出
さ
れ
た
場
合
等
に
つ
い
て
、
本
省
へ
の
事
前

協
議
の
手
続
き
を
必
要
と
し
て
い
る
が
、
旧
通
達
が
定

め
ら
れ
て
か
ら
約
四
〇
年
が
経
過
し
、
高
架
下
の
占
用

に
つ
い
て
事
例
の
蓄
積
が
進
ん
で
い
る
こ
と
や
事
前
協

議
に
要
す
る
時
間
の
短
縮
に
よ
り
占
用
者
に
と
っ
て
も

利
益
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
事
前
協
議
の
手
続
き
に
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｢高架道路の路面下の占用許可について｣ 新旧対照表

架道路の路面下の占用許可については、 道路法及 示冒Gに関し、 別紙のとおり高架道路下占用許可基準を定
めたから、 下記の事項に御留意の上事務の処理に遺憾のな
いようにせられたい。

なお、 高架道路の路面下の占用許可については、 昭和33
年 11月 28日造発第497号及び昭和37年 9月 4 日道発第377号
をもって、 また、 地下街の占用許可については、 昭和32年
5 月 29日道発第1館号の 2 をもって、 当局との事前協議を
求めてきたところであるが最近協議を経ずして占用許可を
行なっている例があり、 遺憾に思われるので、 今後このう
なことのないよう当局と事前協議を厳守されたい。

おって、 貴管下各当該機関に対しても、 この旨御指導、
御連絡願いたい。

道路法施行令の規定のほか、 ｢高架道路の路面下の占用許
可について J (昭和40年 8 月 25日付け建設省道発第367号
建設省道路局長通達 ) 等により、 相当の必要があって真
にやむを得ないと認められる場合における占用について
のみ許可することとする ｢抑制の方針｣ として取り扱っ
てきたところである。

その結果、 高架道路の路面下の利用形態としては、 事
実上、 広場、 公園、 難事場等に限定されているのが実態
であるが、 街づくりの観点等から、 高架道路の路面下も
含めた賑わいの創出等が必要となるケースも生じている。

このため、 高架道路の路面下の適正かつ合理的な利用
を図るため、 新たに別紙のとおり高架道路の路面下の占
用許可の基準を策定することとしたので、 下記 l 及び 2
の事項に留意の上、 事務処理上遺憾のないようにされた
し、。

なお、 これに伴い、 下記 3 のとおり関係通達を廃止又
は改正することとしたので、 運用上誤りのないようにさ
れたいo

記 記

つ ので 公 、
　　 　 　　 　

1 道路の占用は、 元来用地補償とは別個の問題である
から、 高架道路の用地交渉段階において被買収者に占
用を約束するかのような行為は、 職に慎むべきこと。

' ･ 兀 =質とは別個の問題であるか
ら、 高架道路の用地交渉段階において被買収者に占用を
約束するが如き行為は、 厳に慎しむべきこと。

3 事前協議は文書をもって行なうものとし、 次に掲げる
図書を添附すること。
豊 位置図
(2) 平面図

縦断面図
横断面図

玉里 占用物件の工事概算書
(9) その他第32条第 2 項各号に掲げる事項を記載した

書類
4 高速自動車国道、都市内高速道路その他の道路で、相
当区間連続して高架化されているものについては、 路面
下の全体的な利用計画を作成し、 位置図、 平面図、 断面
図その他の必要な資料を添付して当局に事前協議するこ
とじ

2 高速自動車国道、都市高速道路その他の道路で、相
当区間連続して高架化されているものについては、 学

市計画や周辺の土地利用状況等に十分配慮すること.に 一ト配 ん ｣
3 その他
(1) ｢高架道路の路面下の占用許可について｣ “旧和船

年 8月 25日付け建設省道発第367号道路局長通達)

(2) ｢道路法施行令の一部を改正する政令の施行につ
･て (昭和33年虹月28日 汁げ沽券籟497

~ 記 1 ( l ) 及び ( 2 ) 中 ｢令第 7 条第 5 号｣ を
｢令第 7 条第 6 号｣ に改める。
記 l ( 2 ) 後段及び (3 ) を削る。
記 3 中 『令第12条の 2 l を ｢令第 12条の 4 ｣ に
｢第賜条 - を ｢第12条の 2 ｣ に改める。
｢道路法施行令の一部を改正する政令の施行につ

いて｣ (昭和37年 9月 4 日付け造発第377号道路局長
通達) を次のように改める。
記 l ( 5 ) 後段を削る。
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紙
高架道路下占用許可基準

趣 旨
高架の道路の路面下 (以下 ｢高架下｣という。 )の占用

竈路法施行令に規定する占用の許可基準に加え、 この
基準により事務を取り扱い、 活路管理の適正を期する

ものとする。
2 方 針

高架下の占用は、 道路管理上及
十分検討し、 他に余地がないため

ぴ土地利用計画上

て差し支えない。
(2) 次の一に該当する高架下の占用は、 許可しないも

のとする。
ア 都市分断の防止又は空地確保を図るため高架道

路とした場合の当該高架下の占用 (公 、の用に !モ
の

イ 高架下利用計画に適合しない の
ウ 一部車線を高架とした場合における当該高架下

又は高架道路の出入口付近の占用
エ 高梨道路の周囲の道路の交通に著しい支障を及

ぼす場合
(3) 高架下の占用の許可にあたっては、 公共的ないし

公益的な利用を優先するものとする。
(4) 高架下の占用は、 原則として道路管理者と同等の

管理能力を有する者に‐毒舌して占用させるものとす

る。
(5) 次に掲げる占用物件に係る高架下の占用は、 許可

騒音等を発する物件を保管し、 又は設置するもの
イ 風俗営業用施設その他これらに類するもの
ウ 住宅 (併用住宅を含む。)

占用物件の構造等
くめ 占用物件の構造については、 次の基準によるもの

とする。
ア 高梨道路の橋脚の外側 (橋脚の外側が高架道路

の外側から各側2 O m 以上下がっているときは、 当

該2.o m 下がった線) をこえてはならないこと。

うよび道路の占用の期間について｣ (昭和47年 3 月
7日付け建設省道政発第 17号道路局長通達) を次の

ように改める。
記 1 を削るo

(4)

の占用許可に係る事前協議について｣ (昭和58年 2

月 5 日付け建設省道政発第12号道路局長通達) を次

のように改める。
記 1 を削る。

別 紙
高梨道路下占用許可基準
趣 旨
高架の道路の路面下 (以下 ｢高架下｣ という。) の占

用については、 道路の構造の保全、 利用形態等において

従来の平面道路の場合と著しく異なるものがあることに

かんがみ、 この占用許可基準に従い公正厳格な占用許可

を行ない、 道路管理の適正を期するものとする。

方 針
(9 高架下の占用は、 道路管理上及び土地利用計画上

十分検討し、 他に余地がないため必要やむを得ない場

合でなければ、 許可してはならない。

(2) 次の一に該当する高架下の占用は、 許可しないも

のとする。
イ 都市分断の防止又は空地確保を図るため高架道

路とした場合の当該高架下の占用
口 道路管理者が学識経験者の意見を聞いてあらか

じめ策定した高架下利用計画に適合しないもの

ハ ー部車線を高架とした場合における当該高架下

又は高架道路の出入口附近の占用

(3) 高架下の占用の許可にあたっては、 公共的ないし

公益的な利用を優先するものとする。
(4) 高架下の占用は、 原則として道路管理者と同等の

管理能力を有する者に一括して占用させるものとす

る。
(5) 高架下の占用物件は、 次に掲げるものに限るもの

とする。
イ 駐車場、公園緑地等都市内の交通事情、土地利

口
　

(の
(癪

占用物件の構造等
(l) 占用物件の構造については、 次の基準によるもの

とする。
イ 高架道路の橋脚の外側 (橋脚の外側が高架道路

の外側から各側 1 5 m 以上下がっているときは、 当

該L 5m 下がった線) をこえてはならないこと。
口 占用物件が事務所、 店舗等であって、 その出入

口が高架道路と平行する車道幅員5.5 m 以上の道路

に接する場合には、 歩道 (幅買主5 m 以上とする。)

を設けること。



イ 構造は、 耐火構造その他火災により道路の構造
又は交通に支障を及ぼさないと認められる構造と
すること。

ウ 天井は、 必要強度のものとし、 必要な消火施設
を設置すること。 この場合においては、 あらかじ
め消防当局と十分打ち合わせておくこと。

エ 天井は、 原則として高架道路の桁下から1.5 m 以
上空けること。

オ 壁体は、原則として高架道路の構造を直接利用
しないこと。

カ 漿体は、 原則として橋脚から1.5m 以上空けるこ
と。

用物件が事務所、 店舗等であって、 その

ノ、 構造は、 原則として耐火構造とすること。

ニ 天井は、 必要強度のものとし、 必要な消火施設
を設置すること。 この場合においては、 あらかじ
め消防当局と十分打ち合わせておくこと。

ホ 天井は、高架道路の桁下からlm 以上空けること。

へ 壁体は、原則として高架道路の構造を直接利用
しないこと。

、 '“、 店棚寺であって、 その出入
口が高梨道路と平行する車道幅員5瀞 m 以上の道路
に接する場合には、歩道 (幅員2.o m 以上とする。)

を設けること。
ウ 緊急の場合に備え、 市街地にあっては最低約30

m ごと、 その他の地域にあっては約50 m ごとに横
断場所を確保しておくこと。

エ 高架道路の分離帯からの物件の落下等高架下の
占用に危険を生ずるおそれのある場合においては、
占用者において安全確保のため必要な措置を講ず
ること。

玉虫 占用物件の意匠等は、都市美観を十分配慮して定
めるものとする。

その他
(1) 占用の期間は、 占用物件の性質等を考慮して適正

に定めるものとする。
(2) 占用の許可にあたっては、 転貸等の弊害を防止す

るため必要な条件を付するものとする。
(3) 高架下の利用について、 公共的ないし公益的な利

用の計画がない場合において、 この基準に適合する
ときは、 高架道路に係る土地等の提供者を他の者に
優先して考慮することができるものとする。

(4)

ト 緊急の場合に備え、 市街地にあっては最低約30
m ごと、 その他の地域にあっては約50 m ごとに横
断場所を確保しておくこと。

チ 高架道路の分離帯からの物件の落下等高架下の
占用に危険を生ずるおそれのある場合においては、
占用者において安全確保のため必要な措置を講ず
ること。

辛まと 占用物件の意匠等は、都市美観を十分配慮して定
めるものとする。

その他
(1) 占用の期間は、占用物件の性質等を考慮して適正

に定めるものとする。
(2) 占用の許可にあたっては、 転貸等の弊害を防止す

るため必要な条件を附するものとする。
(3) 高架下の利用について、 公共的ないし公益的な利

用の計画がない場合において、 この基準に適合する
ときは、 高架道路に係る土地等の提供者を他の者に
優先して考慮することができるものとする。
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高
架
下
利
用
計
画
策
定
指
針
に
つ
い
て

平
成
縁
七
年
九
月
二
九
日
国
道
利
第
九
号

別
紙

国
土
交
通
省
道
路
局
路
政
課
長

か
ら

各
地
方
整
備
局
道
路
部
長

北
海
道
開
発
局
建
設
部
長

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
長

あ
て

道
路
関
係
四
公
団
担
当
部
長

高
架
道
路
の
路
面
下
の
占
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七

年
九
月
九
日
付
け
国
道
利
第
五
号

｢高
架
道
路
の
路
面
下

の
占
用
許
可
に
つ
い
て
｣
に
よ
り
、
都
市
計
画
等
の
土
地

利
用
計
画
、
周
辺
地
域
の
土
地
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、

街
づ
く
り
の
観
点
等
か
ら
高
架
道
路
の
路
面
下
の
積
極
的

な
利
用
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、

道
路
管
理
上
支
障
が
な
い
場
合
に
は
許
可
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
高
速
自
動
車
国
道
、
都
市
高
速
道
路
そ
の

他
の
道
路
で
、
相
当
区
間
連
続
し
て
高
架
化
さ
れ
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
上
記
通
達
に
よ
り
、
高
架
道
路
の
路

面
下
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
に
資
す
る
た
め
、

都
市
計
画
や
周
辺
の
土
地
利
用
状
況
等
に
十
分
配
慮
し

て
、
高
架
道
路
の
路
面
下
の
全
体
的
な
利
用
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
今
般
、
別
紙
の
と
お
り

｢高
架
下
利
用
計
画

策
定
指
針
｣
を
定
め
た
の
で
、
執
務
の
参
考
と
さ
れ
た
い
。

高
架
下
利
用
計
画
策
定
指
針

1

趣
旨
及
び
目
的

道
路
管
理
者

(道
路
管
理
者
の
権
限
を
代
行
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
権
限
を
代

行
す
る
者
。
以
下
同
じ
。)
は
、
高
架
の
道
路
の
路
面

下

(以
下

｢高
架
下
｣
と
い
う
。)
の
適
正
か
つ
合
理

的
な
利
用
に
資
す
る
た
め
、
高
架
下
の
利
用
方
法
等
を

定
め
た

｢高
架
下
利
用
計
画
｣
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
道
路
管
理
の
適
正
を
期
す
る
も
の
と
す
る
。

2

高
架
下
利
用
計
画
の
策
定
の
対
象

高
架
下
利
用
計
画
は
、
高
速
自
動
車
国
道
、
都
市
高

速
道
路
そ
の
他
の
道
路
で
、
相
当
区
間
連
続
し
て
高
架

化
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
策
定
す
る
も
の
と
す

る
oこ

の
場
合
に
お
い
て
、
高
架
下
利
用
計
画
は
、
原
則

と
し
て
、
路
線
毎
又
は
当
該
路
線
が
通
過
す
る
都
道
府

県
の
区
域
毎
に
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

3

高
架
下
利
用
計
画
の
策
定
方
針

高
架
下
利
用
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
高
架
下

の
占
用
が
、
都
市
計
画
等
の
土
地
利
用
計
画
、
周
辺
地

域
の
土
地
利
用
状
況
等
を
踏
ま
え
、
街
づ
く
り
の
観
点

等
か
ら
高
架
下
の
積
極
的
な
利
用
が
必
要
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
道
路
管
理
上
支
障
が
な
い

場
合
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意

す
る
こ
と
o

4

高
架
下
利
用
計
画
の
策
定
手
続
き

①
高
架
下
の
占
用
の
要
望
の
把
握

道
路
管
理
者
は
、
高
架
下
利
用
計
画
の
策
定
に
先

立
ち
、
必
要
に
応
じ
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
関
係

公
益
法
人
、
高
速
道
路
株
式
会
社

(以
下
｢会
社
｣

と
い
う
。)
等
か
ら
高
架
下
の
占
用
の
要
望
を
聴
取

す
る
も
の
と
す
る
。

②
高
架
下
利
用
審
議
会
に
お
け
る
審
議

ア

道
路
管
理
者
は
、
関
係
地
方
公
共
団
体
の
都
市

計
画
を
担
当
す
る
部
局
の
職
員
、
学
識
経
験
者
等

か
ら
構
成
さ
れ
る
高
架
下
利
用
審
議
会
の
意
見
を

聞
い
て
、
高
架
下
利
用
計
画
を
策
定
す
る
も
の
と

す
る
。

イ

高
架
下
利
用
審
議
会
は
、以
下
の
手
順
に
従
い
、

高
架
下
の
利
用
方
法
等
に
つ
い
て
審
議
す
る
も
の

と
す
る
。

①

高
架
下
利
用
計
画
に
係
る
高
架
下
の
部
分
の

選
定道

路
管
理
上
の
理
由
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り

占
用
の
許
可
を
与
え
る
こ
と
が
困
難
な
場
所
を

2ん 淀宮倉〒ヤ つnnく =



除
い
た
う
え
、
高
架
下
を
利
用
す
る
こ
と
が
可

能
な
場
所
を
選
定
す
る
こ
と
。

②

都
市
計
画
等
の
土
地
利
用
計
画
、
周
辺
地
域

の
土
地
利
用
状
況
等
に
基
づ
く
利
用
用
途
の
決

定
①
で
選
定
し
た
場
所
に
つ
い
て
、
都
市
計
画

等
の
土
地
利
用
計
画
、
周
辺
地
域
の
土
地
利
用

状
況
等
を
踏
ま
え
、街
づ
く
り
の
観
点
等
か
ら
、

高
架
下
の
利
用
用
途

(公
園
、
広
場
等
の
公
共

の
用
に
供
す
る
施
設
、
店
舗
、
事
務
所
等
の
商

業
施
設
等
)
と
し
て
、
適
正
か
つ
合
理
的
な
用

途
を
決
定
す
る
こ
と
o

③

占
用
主
体
、
占
用
物
件
等
の
決
定

高
架
下
の
占
用
の
要
望
等
を
踏
ま
え
、
②
の

高
架
下
の
利
用
用
途
に
基
づ
き
、
占
用
主
体
、

占
用
物
件
、
占
用
の
場
所
、
占
用
の
開
始
の
予

定
時
期
等
の
高
架
下
の
利
用
方
法
を
決
定
す

る
o

5

高
架
下
利
用
計
画
の
変
更

高
架
下
利
用
計
画
の
変
更
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に

は
、
原
則
と
し
て
上
記
4
に
定
め
る
手
順
に
従
っ
て
行
う

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
高
架
下
の
利
用
用
途
の
変
更
を

伴
わ
な
い
等
軽
微
な
変
更
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り
で
な

い
。

6

そ
の
他

の
高
架
下
利
用
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
本
指

針
に
従
い
、
公
平
性

･
中
立
性
の
確
保
に
努
め
る
こ

1と
0

②
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済

機
構
が
高
架
下
利
用
計
画
を
策
定
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
道
路
管
理
に
支
障
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う

会
社
と
十
分
な
連
携
を
図
る
こ
と
。

③
道
路
管
理
者
は
、
本
指
針
の
対
象
と
な
る
も
の
以

外
の
高
架
下
に
つ
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
等
の
意

見
を
聞
く
な
ど
し
て
、
そ
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利

用
に
配
慮
す
る
こ
と
o

④
既
に
学
識
経
験
者
の
意
見
を
聞
い
て
策
定
し
た
高

架
下
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
本
指
針
に
よ
り
定
め

た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



◎ ●

ひ
と

◎
ま
ち

･
く
ら
し
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

轢

首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
経
営
企
画
部

･◎ ◎ ◎

聞
牲
撰
隨
溺
膿
躯

◎

　
　
　

一
は
じ
め
に

平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
、
首
都
高
速
道
路
公
団
は
設

立
以
来
四
六
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
首
都
高
速
道
路
株

式
会
社
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

新
会
社
に
お
い
て
は
、
民
営
化
の
目
的
で
あ
る

｢債
務

の
確
実
な
返
済
｣
、
｢中
央
環
状
線
な
ど
真
に
必
要
な
道
路

の
着
実
な
整
備
｣
、
｢民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
発
揮
に
よ
る
、
多

様
で
弾
力
的
な
料
金
設
定
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
｣
を
実
現

す
る
と
と
も
に
、
｢ひ
と

･
ま
ち

･
く
ら
し
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
｣
を
合
言
葉
に
、
首
都
高
を
二
四
時
間
三
六
五
日
、

よ
り
安
全
に
、
よ
り
円
滑
に
、
よ
り
快
適
に
お
客
様
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
社
員

一
同
気
持
ち
も
新
た
に

日
々
の
業
務
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

二

新
会
社
の
ス
タ
ー
ト

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
除
幕
式
に
始
ま

っ
た

一
〇
月

一
日

は
、
続
い
て
開
催
し
た
会
社
発
足
式
で
会
長

･
社
長
か
ら

社
員
へ
の
訓
示
の
あ
と
、
午
後
に
は
、
管
内
七
〇
ヵ
所
で

社
員
に
よ
る
街
頭
P
R
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
、
銀
座
数
寄
屋
橋
公
園
で
は
会
長
、
社
長
は
じ
め
新
し

い
経
営
陣
も
法
被
姿
で
街
頭
に
立
っ
て
、
新
会
社
を
P
R

す
る
チ
ラ
シ
や
地
図
の
配
布
を
行
い
ま
し
た

(写
真
1
)。

道
行
く
皆
さ
ん
の
中
に
は

｢民
営
化
し
た
の
ね
、
頑
張

っ
て
ね
｣
な
ど
声
を
か
け
て
下
さ
る
方
々
も
あ
り
、
首
都

高
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
と
責
任
の
重
さ
を
改
め
て
知
る
機

会
と
も
な
り
ま
し
た
。

写真 1 銀座数寄屋橋公園での街頭P R活動



三

経
営
理
念

新
会
社
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
お
客
様
の
視
点
に
立
っ
て

考
え
、
仕
事
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
次
の
五

つ
を
経
営
方
針
と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

◆

｢お
客
様
第
に

安
全
と
快
適
を
追
求
し
、
お
客
様
に
満
足
い
た
だ

け
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

◆

｢地
域
社
会
と
の
共
生
｣

地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
環
境
の
実
現

と
地
域
社
会
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

◆

｢社
会
的
責
任
｣

高
い
倫
理
観
と
透
明
性
を
も
っ
て
、
お
客
様
、
地

域
の
皆
様
、
投
資
家
の
皆
様
と
の
信
頼
関
係
を
築
き

ま
す
。

◆

｢自
立
す
る
経
営
｣

効
率
的
で
健
全
な
経
営
を
行
い
、
新
し
い
分
野
で

の
事
業
も
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。

◆

｢活
力
あ
ふ
れ
る
職
場
｣

社
員
が
自
ら
の
力
を
高
め
、
誇
り
と
達
成
感
を
持

て
る
職
場
を
つ
く
り
ま
す
。

四

新
会
社
の
組
織

｢お
客
様
第
一
｣
を
組
織
の
上
で
も
明
確
に
す
る
た
め
、

本
社
に
サ
ー
ビ
ス
推
進
部
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
お
客

様
対
応
の
窓
口
を
充
実
し
ま
し
た
。

◆

｢首
都
高
お
客
様
セ
ン
タ
ー
｣

従
来
か
ら
渋
滞
情
報
や
所
要
時
間
に
関
す
る
お
問
合

せ
窓
口
で
あ
っ
た

｢M
e

×
ー
i
セ
ン
タ
ー
｣
を
改
組

し
、
お
客
様
の
た
め
の
よ
り
幅
の
広
い
総
合
的
窓
口
と

し
て
、
｢首
都
高
お
客
様
セ
ン
タ
ー
｣
を
開
設
し
ま
し

た
。
民
営
化
に
先
行
し
、
本
年
四
月
か
ら
土
日
休
日
の

サ
ー
ビ
ス
も
始
め
、
年
中
無
休
化
を
図
り
ま
し
た
が
、

一
〇
月
一
日
か
ら
は
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
も
ご
利
用
い

た
だ
け
る
よ
う
、
開
始
時
刻
を
二
時
間
前
倒
し
し
、
朝

七
時
か
ら
夜
八
時
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
時
間
を
拡
大
し
ま

し
た
。

電
話
番
号

0
三

(三
五
八
0
)
一
人
八
一

F
A
X
番
号

〇
三

(三
五
九
一
)
五
〇
〇
三

(聴
覚
障
害
の
方
専
用
)

◆

｢首
都
高
E
T
C
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
｣

ま
た
、特
に
お
問
合
せ
の
多
い
E
T
C
に
関
し
て
は
、

｢首
都
高
E
T
C
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
｣
を
開
設
し
ま
し

た
。
こ
ち
ら
も
年
中
無
休
で
朝
九
時
か
ら
夜
六
時
ま
で
、

皆
様
の
ご
質
問
に
お
応
え
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま

す
。

′

電
話
番
号

0
三

(五
二
二
六
)
=

一
九

こ
の
ほ
か
、
経
営
企
画
部
門
、
関
連
事
業
部
門
と
い
っ

た
民
営
化
に
伴
う
新
規
業
務
対
応
や
機
能
強
化
を
図
り
つ

つ
、
一
般
管
理
部
門
の
統
合
等
に
よ
り
本
社
を
ス
リ
ム
化

し
ま
し
た
。
ま
た
、
出
先
組
織
は
、
役
員
の
直
接
指
揮
下

に
置
き
、
重
層
的
組
織
を
廃
止
し
、
指
揮
命
令

主
貝
任
体

制
を
明
確
化
し
ま
し
た

(図
1
)。
さ
ら
に
、
課
制
を
廃

止
し
て
グ
ル
ー
プ
制
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
組
織
の
大

合
掌
園
部
欝

サ
ー
ビ
ス
樅
霊
濃
部
"

霊
麟"
-
人
事
部

　
　　　
　

般
管
理
部

｢
I

技
術
管
理
室

｢
1
E
T
C
推
進
室

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　　
　　
　
　
　
　

図 1 首都高速道路株式会社組織図

神
"岑
霞
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律
勢
誇
咎
局

西
日南
全
尿
鵤目
印
吉
局

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

局
"



括
り
化
、
フ
ラ
ッ
ト
化
を
図
り
ま
し
た
。

新
会
社
で
は
、
社
員
の
行
動
指
針
と
し
て
、
｢お
客
様

の
視
点
｣
｢チ
ャ
レ
ン
ジ
｣
｢総
合
力
の
発
揮
｣
｢
コ
ス
ト

意
識
｣
｢現
場
主
義
｣
を
定
め
ま
し
た
。
新
し
い
組
織
は
、

こ
れ
ら
の
指
針
に
基
づ
き
、
個
々
の
社
員
が
｢自
ら
考
え
、

自
ら
行
動
す
る
｣
こ
と
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

組
織
そ
の
も
の
に
も
、
事
業
の
展
開
に
即
応
で
き
る
よ

う
な
機
動
性
･
柔
軟
性
を
持
た
せ
、
民
間
企
業
の
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
た
意
思
決
定
を
実
現
し
ま
す
。

五

中
央
環
状
線
の
着
実
な
整
備

中
央
環
状
線

(図
2
)
は
、
都
心
か
ら
約
人
知
の
距
離

に
計
画
さ
れ
て
い
る
総
延
長
約
四
七
蝿
の
環
状
方
向
の
高

速
道
路
で
す
。

既
に
東
側

･
北
側
区
間
の
約
二
六
蹴
は
営
業
し
て
お

り
、
西
側
の
約
一
一
如

(中
央
環
状
新
宿
線
)
は
早
期
完

成
を
目
指
し
て
工
事
中
で
す
。
こ
の
中
央
環
状
新
宿
線
は
、

高
速
三
号
渋
谷
線
、
高
速
四
号
新
宿
線
及
び
高
速
五
号
池

袋
線
を
互
い
に
結
ぶ
、
山
手
通
り
の
地
下
を
通
る
道
路
で

す
。
渋
谷

･
新
宿
･
池
袋
の
各
副
都
心
の
往
来
が
円
滑
に

な
り
、
首
都
機
能
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
南
側
の
最
終
区
間
で
あ
る
延
長
約
九
蝿
の
中
央

環
状
品
川
線
は
、
平
成
一
六
年
三

月
に
都
市
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
品
-
泉
の
改
商
に
よ
り
、

“
涌
曰

約

、割
と

言
わ
れ
る
、
都
心
に
目
的
地
を
持
た
な
い
通
過
交
通
の
迂

回
･
分
散
が
図
ら
れ
、
都
心
環
状
線
を
先
頭
と
す
る
渋
滞

が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
、
都
市
再
生
の
観
点
か
ら
も
極
め
て

必
要
性
の
高
い
路
線
で
す
。

こ
の
た
め
、
四
五
年
以
内
で
債
務
を
確
実
に
償
還
す
る

こ
と
を
前
提
に
、採
算
の
範
囲
内
で
事
業
を
実
施
す
べ
く
、

地
方
公
共
団
体
と
の
役
割
分
担
を
見
直
す
等
、
関
係
機
関

N④

鰐

ミ

道

“

＼

廳

釀

、き
き
ン

'

罐

~
き
き
＼

"
＼/

･

･′圏
、

勅

~
離

池

樹
轉
鑓翹

/

新

線獨
鱗
綴

環
中

中

嶬
鰈
禁獺讓線宿

線

新

状

状

環

環

央

央
【

,中

中
-國

例凡凡 例

図 2 首都高速道路中央環状線概要図

と
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

穴

新
し
い
E
T
C
割
引
を
開
始

E
T
C
に
は
、
料
金
所
渋
滞
の
解
消
、
排
気
ガ
ス
等
の

減
少
に
よ
る
料
金
所
周
辺
地
域
の
環
境
改
善

お
客
様
の

律

利
便
性
や
快
適
性
の
向
上

(キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る

道 20051 1

ス
ム
ー
ズ
な
通
行
)、
利
用
距
離
や
利
用
時
間
に
応
じ
た



料
金
制
へ
の
移
行
に
よ
る
お
客
様
の
負
担
の
公
平
性
の
確

保
、
料
金
収
受
コ
ス
ト
の
低
減
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
一
人
年
春
に
は
首
都
高
の
E
T
C
利

用
率
八
五
%
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
も

様
々
な
利
用
促
進
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今

一
段
の
利
用
に
弾
み
が
つ
く
よ
う
、
一
〇
月
一
日
か
ら
E

T
C
割
引
を
一
新
さ
せ
ま
し
た
。

◆
曜
日
別
時
間
帯
別
割
引

平
日
の
オ
フ
ピ
ー
ク
時
や
夜
間
及
び
休
日
な
ど
、
比

較
的
利
用
の
少
な
い
時
間
帯
の
通
行
料
金
を
割
り
引
き

ま
す
。

･
平
日
オ
フ
ピ
ー
ク
割
引

(
=

…
0
0
~

一
五
…
0

0
、
一
八
…
O
0
~
二
二
…
0
O
に
一
0
%
割
引
)

･
平
日
夜
間
割
引

(二
二
"
○
○
~
六

…
0
0
に
二

〇
%
割
引
)

･
日
曜
祝
日
割
引

(終
日
二
0
%
割
引
)

◆
三
%
O
F
F
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

(平
日
ピ
ー
ク
時

(六
…○
o
j

一
一
MO
0
、

一
五
"○
○
‘

-
八
mo

o
))

平
成
一
人
年
三
月
末
ま
で
の
期
間
限
定
で
、
利
用
促

進
を
図
り
ま
す
。

◆
お
得
意
様
割
引

(頻
度
割
引
)

E
T
C
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
首
都
高
速
道
路
の

ご
利
用
に
つ
き
、
実
績
に
応
じ
最
大
八
%
の
割
引
を
行

い
ま
す
。

七

関
連
事
業
に
つ
い
て

高
速
道
路
事
業
か
ら
の
収
入
は
、
管
理
費
用
を
除
き
、

道
路
の
貸
付
料
と
し
て
日
本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済

機
構
に
支
払
う
た
め
、
新
会
社
は
高
速
道
路
か
ら
利
潤
を

得
ら
れ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
自
立
経
営首都高速道路神奈川線大黒P A トイレ改修後

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
道
路
事
業
以
外
の
収
益
事
業
を

積
極
的
に
展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

従
来
か
ら
の
収
益
事
業
で
あ
る
駐
車
場
事
業
に
つ
い
て

は
、
さ
ら
に
便
利
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ト
イ
レ

(写
真
2
･
3
)、
交
通
情
報
提
供
装
置
等
の
改
修
、
駐
車

マ
ス
の
増
設
を
進
め
る
ほ
か
、
法
人
と
の
大
口
契
約
、
料

金
体
系
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
経
営
改
善
に
努
め
、
収

益
拡
大
を
図
り
ま
す
。

そ
の
上
で
、
自
己
資
金
の
蓄
積
や
投
資
余
力
に
応
じ
て
、

首
都
高
の
持
つ
様
々
な
強
み
を
活
か
し
つ
つ
、
当
面
は
、
初

期
投
資
や
リ
ス
ク
の
少
な
い
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
、
高
架
下
等
の
首
都
高
の
持
つ
ス
ペ
ー
ス
を
活

用
し
た
、
住
宅
展
示
パ
ー
ク
の
開
設
、
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム

業
へ
の
参
入
、広
告
物
掲
出
の
誘
致
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
首
都
高
の
お
客
様
に
対
し
て
は
、
首
都
高
の
ロ

ゴ
入
り
提
携
カ
ー
ド
の
発
行
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
活
用
を

通
じ
て
、
新
分
野
で
の
事
業
展
開
を
図
り
ま
す
。

八

お
わ
り
に

お
陰
様
で
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
は
無
事
船
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
客
様
に
｢首
都
高
変
わ
っ
た
な
｣

｢民
営
化
し
て
良
く
な
っ
た
な
｣
と
目
に
見
え
る
形
で
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
社
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、新
会
社
に
対
し
ま
し
て
も
一
層
の
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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地
域
か
ら
愛
さ
れ
、

お
客
様
に
喜
ば
れ
る
会
社
を
目
指
し
て

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

◎◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

こ
び
を
お
届
け
し
ま
す

常
に
お
客
様
の
目
線
で
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
道
路
空

間
を
創
造
し
ま
す
。

へ社
会
〉
公
正
で
透
明
な
企
業
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

信
頼
さ
れ
、
愛
さ
れ
る
存
在
を
目
指
し
ま
す

健
全
な
経
営
の
も
と
社
会
的
責
任
を
果
た
す
と
と
も

に
地
域
社
会
と
の
共
生
を
図
り
ま
す
。

へ投
資
家
及
び
国
民
の
皆
様
〉
明
確
な
経
営
責
任
の
も
と
、

投
資
家
及
び
国
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応
え
し
ま
す

経
営
資
源
の
最
適
活
用
に
よ
り
企
業
価
値
の
向
上
を

図
り
的
確
な
企
業
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

へ社
員
〉
社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が

｢働
く
喜
び
と
誇
り
｣

を
実
感
で
き
る
企
業
風
土
を
は
ぐ
く
み
ま
す

各
自
の
努
力
と
そ
の
成
果
が
公
平
に
認
め
ら
れ
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
発
揮
で
き
る
会
社
を
築
き
ま
す
。

36 道行セ 2005,11

一
設
立
の
趣
旨
･
背
景

名
神
高
速
道
路
が
誕
生
し
て
か
ら
約
四
〇
年
、
国
民
生

活
の
基
盤
と
な
る
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

は
、
日
本
道
路
公
団
が
整
備
主
体
と
な
り
進
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
一
三
年
一
二
月
一
九
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た

｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣
の
主
旨

の
も
と
、
平
成
一
六
年
六
月
九
日
に
公
布
さ
れ
た

｢道
路

関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
四
法
｣
に
よ
り
、
日
本
道
路
公

団
の
分
割

･
民
営
化
が
実
施
さ
れ
、
平
成
一
七
年
一
〇
月

一
日
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
が
発
足
し
ま
し
た
。

二

経
営
理
念
･
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
等

会
社
設
立
の
目
的
は
、
霄
向速
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維

持
、
修
繕
そ
の
他
の
管
理
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、

道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
経
済
の
健
全
な

発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
｣
で
す
。

弊
社
は
、
こ
の
目
的
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
『地
域

か
ら
愛
さ
れ
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
西
日
本
高
速
道
路
株

式
会
社
』
を
目
指
す
た
め
、
次
の
と
お
り
経
営
理
念

･
経

営
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

1

経
営
理
念

高
速
道
路
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
有
効
に
活
用
し
、
そ
の

効
果
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
発
展

と
暮
ら
し
の
向
上
、
さ
ら
に
西
日
本
経
済
全
体
の
活
性
化

に
貢
献
し
ま
す
。

2

経
営
ビ
ジ
ョ
ン

へお
客
様
〉
お
客
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
よ
ろ

◎



〈パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
〉
同
じ
目
的
の
も
と
、
相
互
に
切
磋

量

組
織
構
成

(図
1
)

四

事
業
エ
リ
ア

(図
2
)

3

琢
磨
し
、
と
も
に
成
長
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
ず

　
　
　

　　
　

　　
　

　

営
事

行

3

経
営
方
針

監
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縄
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関
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2

道
路
建
設
事
業

地
域
の
発
展
と
暮
ら
し
や
利
便
性
の
向
上
に
貢
献
す
る

た
め
、
信
頼
性
の
高
い
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
効
率

的
に
構
築
し
ま
す
。

○
地
域
の
発
展
と
暮
ら
し
の
向
上
に
貢
献
す
る
高
速
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
ま
す
。

･
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

(第
三
名
神
、
東

九
州
道
等
)

･
対
面
通
行
区
間
の
四
車
線
化
事
業

(高
知
道
、
米
子

道
等
)

○
合
理
的
で
明
確
な
事
業
実
施
判
断
の
も
と
、
コ
ス
ト
意

識
を
高
め
効
率
的
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

3

S
A
･
P
A
事
業

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
と
多
機
能
化
を
図
る
と
と
も

に
、
収
益
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

○
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、
満
足
い
た
だ
け
る
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

･
飲
食
メ
ニ
ュ
ー
や
販
売
商
品
の
品
揃
え
を
充
実

･
地
元
物
産
品
の
提
供
、
地
域
情
報
の
発
信
な
ど
、
地

域
と
の
連
携
に
よ
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

○
快
適
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
･
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
目
指
す
と
と
も
に
、
効
率
的
な
経

営
を
行
い
、
収
益
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

五

事
業
概
要

道
路
事
業
で
は
、
西
日
本
地
域
の
く
ら
し
、
社
会
、
経

済
、
文
化
の
向
上
に
、
そ
し
て
環
境
保
全
に
お
い
て
も
社

会
貢
献
を
果
た
す
た
め
、
安
全

･
安
心
で
快
適
な
走
行
空

間
を
提
供
し
、
よ
り
使
い
や
す
い
道
路
を
目
指
し
、
信
頼

性
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

経
営
資
源
を
活
用
し
た
関
連
事
業
で
は
、
地
域
へ
の
貢

献
と
地
域
の
皆
様
と
の
共
栄
に
向
け
て
努
力
し
、
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
で
の
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
多
機
能
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
事
業
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
。

1

道
路
管
理
事
業

安
全

･
安
心
で
快
適
な
道
路
空
間
を
提
供
し
、
災
害
時

な
ど
に
お
け
る
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、
地
域
社
会
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

○
安
全
で
快
適
な
走
行
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
、
良
好

で
適
切
な
道
路
の
管
理
を
効
率
的
に
実
施
い
た
し
ま

す
。

○
事
故

･
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
際
に
は
、
的
確
な
状
況

の
発
信
と
迅
速
な
交
通
の
回
復
に
努
め
、
お
客
様
の
安

心
を
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

○
多
く
の
お
客
様
に
満
足
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
、
E
T
C
を
活
用
し
た
様
々
な
料
金
サ
ー
ビ
ス
を
展

4

新
事
業

新
規
事
業
分
野
を
開
拓
し
、
地
域
へ
の
貢
献
と
地
域
の

皆
さ
ま
と
の
連
帯
に
よ
る
共
栄
を
目
指
し
ま
す
。

○
高
速
道
路
の
お
客
様
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
事

業
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

○
収
益
性
の
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
着
実

に
新
規
事
業
を
進
め
ま
す
。

六

お
わ
り
に

西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
は
、
頭
書
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
使
命
を
認
識
し
、
全
社
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
ご
意
見

･
ご
要
望
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
ま

た
併
せ
て
ご
支
援

,
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
六
年
六
月
三
〇
日

岐
阜
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

道
路
の
改
築
等
の
工
事
期
間
中
は
、
暫
定
的
な
構
造
で

供
用
し
て
い
る
箇
所
が
多
く
、
こ
の
よ
う
な
暫
定
的
な
構

造
で
供
用
中
の
道
路
で
は
、
暫
定
的
な
供
用
部
分
と
既
供

用
部
分
の
境
界
線
部
は
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
利
用
し
難

い
構
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

今
回
は
、
県
道
拡
張
工
事
中
の
工
事
現
場
付
近

(工
事

区
間
外
)
に
お
い
て
発
生
し
た
交
通
事
故
で
、
仮
設
歩
道

を
設
け
な
か
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
事
例
を
取

り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

一
事
件
の
概
要

本
件
は
、
被
告
岐
阜
県

(以
下

｢被
告
県
｣
と
い
う
。)

‐三 ね .
　

　
　 　 　

の
発
注
し
た
県
道
拡
張
工
事
の
工
事
現
場
付
近
に
お
い

て
、
原
告
ら
の
子

(以
下

｢A
｣
と
い
う
。)
が
B

(以

下

｢B
｣
と
い
う
。)
の
運
転
す
る
大
型
貨
物
自
動
車
に

轢
過
さ
れ
て
死
亡
し
た
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
し

て
い
る
事
件
で
あ
る
。
被
告
C
は
こ
の
工
事
現
場
に
お
い

て
自
動
車
の
誘
導
を
行
っ
て
い
た
者
、
被
告
D
株
式
会
社

(以
下

｢被
告
D
社
｣
と
い
う
。)
は
被
告
C
の
使
用
者
で

あ
り
、
被
告
株
式
会
社
E
工
務
店

(以
下

｢被
告
E
工
務

店
｣
と
い
う
。)
は
県
道
拡
張
工
事
を
請
け
負
っ
て
施
工

し
て
い
た
者
で
あ
る
。
な
お
、
訴
え
提
起
時
に
被
告
で
あ

っ
た
B
と
の
間
で
は
、
和
解
が
成
立
し
て
い
る
。

l

当
事
者
間
に
争
い
が
な
い
事
実

平
成
一
三
年
五
月
二
一
月
午
後
四
時
二
五
分
こ
ろ
、
県

道
一
七
六
号
線

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)
の
岐

阜
市
路
上

(以
下

｢本
件
現
場
｣
と
い
う
。)
に
お
い
て
、

B
の
運
転
す
る
大
型
貨
物
自
動
車
が
普
通
自
転
車
に
乗

っ
た
A
を
轢
過
す
る
交
通
事
故

(以
下

｢本
件
事
故
｣

と
い
う
。
)
が
発
生
し
た
。

本
件
事
故
の
こ
ろ
、
本
件
現
場
付
近
で
は
、
被
告
県

の
発
注
し
た
本
件
道
路
の
拡
張
工
事

(以
下

｢本
件
工

事
｣
と
い
う
。)
が
行
わ
れ
て
お
り
、
本
件
工
事
を
請
け

負
っ
て
施
工
し
て
い
た
被
告
E
工
務
店
は
、
工
事
に
伴

う
交
通
整
理
の
た
め
の
誘
導
業
務
を
被
告
D
社
に
請
け

負
わ
せ
、
そ
の
従
業
員
と
し
て
被
告
C
が
交
通
整
理
に

当
た
っ
て
い
た
。

A

…
原
告
ら
の
子

B

"大
型
貨
物
自
動
車
運
転
手

(和
解
済
み
)

被
告
C
…
工
事
現
場
に
お
い
て
自
動
車
の
誘
導
を
行

っ
て
い
た
者

被
告
D
社
…被
告
C
の
使
用
者

被
告
E
工
務
店

…県
道
拡
張
工
事
施
工
者

県
道
跡
張
工
事
中
の
瓦
事
現
場
付
近
に
お
い
て
発
生
し
た

交
通
事
故
で
仮
設
歩
道
設
置
義
務
等
が
争
わ
れ
た
事
例

ー
岐
阜
県
道
交
通
事
故
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦



2

原
告
の
請
求

被
告
ら
は
原
告
ら
に
対
し
、
連
帯
し
て
二
、
二
人
0
万

四
、
七
〇
七
円
及
び
こ
れ
に
対
す
る
平
成
一
三
年
五
月
三

一
日
か
ら
支
払
済
み
ま
で
年
五
分
の
割
合
に
よ
る
金
員
を

支
払
え
。

二

主
な
争
点

1

原
告
ら
の
主
張

=

被
告
県
及
び
被
告
E
工
務
店
の
責
任
原
因

本
件
現
場
付
近
の
本
件
道
路
は
、
本
件
工
事
の
た
め
に

片
側
交
互
通
行
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
停
止
す
る
車
両
が

増
加
し
、
渋
滞
が
起
き
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
、
被

告
県
は
本
件
工
事
の
管
理
者
と
し
て
、
被
告
E
工
務
店
は

本
件
工
事
の
施
工
者
と
し
て
、
本
件
現
場
付
近
に
別
図

(“
頁
参
照
)
記
載
の
A
か
ら
B
ま
で
の
間
に
仮
設
歩
道

を
設
け
て
、
車
道
と
歩
道

(自
転
車
通
行
帯
を
含
む
。)

を
分
離
し
て
、
渋
滞
す
る
車
両
の
側
方
を
通
過
す
る
歩
行

者
や
自
転
車
の
安
全
を
確
保
す
る
義
務
が
あ
っ
た
の
に
、

こ
れ
を
怠
っ
た
。
仮
設
歩
道
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
と
し

て
も
、
被
告
県
は
本
件
工
事
の
管
理
者
と
し
て
、
被
告
E

工
務
店
は
本
件
工
事
の
施
工
者
と
し
て
、
本
件
道
路
と
南

北
に
交
わ
る
道
路
と
の
交
差
点
に
お
け
る
車
両
の
誘
導
だ

け
で
な
く
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
を
安
全
に
誘
導
す
る
交

通
整
理
員
を
別
図
の
B
地
点
付
近
に
も
う
一
人
配
置
す
べ

き
で
あ

っ
た
の
に
、
こ
れ
を
怠

っ
た
。

②
被
告
C
及
び
被
告
D
社
の
責
任
原
因

被
告
C
は
、
本
件
現
場
付
近
に
お
い
て
交
通
整
理
を
行

っ
て
い
た
際
、
大
型
貨
物
自
動
車
の
す
ぐ
近
く
に
A
の
運

転
す
る
自
転
車
を
認
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
何
ら
か
の
事

故
の
発
生
を
予
測
し
て
、
大
型
貨
物
自
動
車
の
運
転
者
に

対
し
て
停
止
を
求
め
る
な
ど
の
危
険
回
避
措
置
を
と
る
べ

き
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
を
怠
っ
た
。
被
告
D
社
は
被
告

C
の
使
用
者
で
あ
る
。

③

損
害

(略
)

2

被
告
C
及
び
被
告
D
社
の
主
張

被
告
C
が
A
の
運
転
す
る
自
転
車
を
認
め
た
の
は
、
三
五

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位
置
で
B
が
大
型
貨
物
自
動
車
を
発

進
さ
せ
た
こ
ろ
で
あ
り
、
B
に
対
し
て
停
止
の
合
図
を
出
す

だ
け
の
時
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
被
告
C

に
は
過
失
は
な
く
、
被
告
D
社
も
責
任
を
負
わ
な
い
。

3

被
告
県
の
主
張

被
告
県
が
行
う
道
路
工
事
に
お
い
て
、
仮
設
歩
道
を
設

け
る
の
は
、
①
工
事
区
間
及
び
そ
の
前
後
に
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、工
事
に
伴
っ
て
歩
道
が
分
断
さ
れ
る
場
合
、

②
通
学
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
③
歩
行
者
及
び
自

転
車
の
通
行
量
が
多
い
場
合
、
④
工
事
箇
所
の
周
辺
に
迂

回
す
る
た
め
の
道
路
が
な
い
場
合
そ
の
他
の
仮
設
歩
道
が

必
要
な
場
合
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
件
現
場
は
本
件
道

路
の
工
事
区
間
外
に
あ
り
工
事
の
影
響
に
よ
り
道
路
の
幅

員
、
対
面
通
行
に
変
化
が
生
じ
て
い
な
い
し
、
①
か
ら
④

ま
で
の
事
情
も
存
し
な
い
。
ま
た
、
被
告
県
の
工
事
担
当

部
局
は
、
工
事
を
行
う
前
に
岐
阜
県
公
安
委
員
会
及
び
岐

阜
北
警
察
署
長
と
協
議
し
た
が
、
交
通
規
制
等
の
中
に
仮

設
歩
道
の
設
置
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
仮

設
歩
道
の
設
置
義
務
は
な
か
っ
た
。
原
告
ら
の
主
張
す
る

位
置
に
交
通
整
理
員
を
配
置
す
る
こ
と
は
、
工
事
を
行
う

前
に
岐
阜
県
公
安
委
員
会
及
び
岐
阜
北
警
察
署
長
か
ら
示

さ
れ
た
交
通
規
制
等
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
配
置
の
義
務

は
な
い
。
な
お
、
本
件
事
故
後
に
交
通
整
理
員
が
四
名
に

増
員
さ
れ
た
の
は
、
本
件
事
故
と
は
関
係
の
な
い
理
由
か

ら
で
あ
る
。

4

被
告
E
工
務
店
の
主
張

本
件
現
場
は
本
件
道
路
の
工
事
区
間
外
に
あ
り
、
工
事

の
影
響
に
よ
り
道
路
の
幅
員
、
対
面
通
行
に
変
化
が
生
じ

て
い
な
い
し
、
被
告
E
工
務
店
は
、
被
告
県
か
ら
要
求
さ

れ
た
工
事
の
条
件
を
遵
守
し
て
お
り
、
仮
設
歩
道
の
設
置

は
こ
の
条
件
に
含
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
、
設
置
の
義
務
は

な
い
。
交
通
整
理
員
に
関
す
る
主
張
は
、
被
告
県
の
主
張

と
同
旨
で
あ
る
。

5

争
点
の
ポ
イ
ン
ト

①

被
告
県
及
び
被
告
E
工
務
店
に
、
本
件
現
場
付
近

の
別
紙
図
面
記
載
A
か
ら
B
ま
で
の
間
に
仮
設
歩
道

を
設
け
る
義
務
が
あ
っ
た
か
否
か
。

②

仮
設
歩
道
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
被
告



県
及
び
被
告
E
工
務
店
は
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
を
安

全
に
誘
導
す
る
交
通
整
理
員
を
別
図
の
B
地
点
付
近
に

も
う
一
人
配
置
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
否
か
。

③

被
告
C
は
、
本
件
現
場
付
近
に
お
い
て
交
通
整
理

を
行
っ
て
い
た
際
、
大
型
貨
物
自
動
車
の
す
ぐ
近
く

に
A
の
運
転
す
る
自
転
車
を
認
め
た
と
き
、
何
ら
か

の
事
故
の
発
生
を
予
測
し
て
、
大
型
貨
物
自
動
車
の

運
転
者
に
対
し
て
停
止
を
求
め
る
な
ど
の
危
険
回
避

措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
っ
た
か
否
か
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

1

主
文

原
告
の
請
求
を
棄
却
す
る
。

2

争
点
①
に
つ
い
て

①
以
下
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
。

ア

本
件
事
故
は
、
B
が
本
件
現
場
手
前
で
停
車
し

た
後
、
発
進
時
に
前
後
左
右
の
確
認
を
怠
り
、
A

の
運
転
す
る
自
転
車
に
気
づ
か
な
い
ま
ま
、
B
運

転
の
大
型
貨
物
自
動
車
の
前
部
を
自
転
車
に
衝
突

さ
せ
、
こ
れ
に
よ
り
転
倒
し
た
A
を
左
後
輪
で
轢

遇
し
た
も
の
で
あ
る
。

イ

本
件
工
事
は
、
本
件
道
路
の
幅
員
を
拡
張
す
る

た
め
の
工
事
で
あ
り
、
工
事
箇
所
は
、
従
来
の
本

件
道
路
の
外
側

(南
北
)
に
位
置
す
る
。
そ
の
た

め
、
工
事
箇
所
に
沿
っ
て
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
で
仕
切

っ
た
仮
歩
道
の
西
端
に
お
い
て
、
通
行
す
る
こ
と

等
の
側
方
を
通
過
す
る
自
動
車
と
の
離
隔
が
確
保
さ

の
で
き
る
道
路
の
幅
員
が
や
や
狭
く
な
っ
て
い
る

れ
、
自
功

の
涌
了
に
よ
る
頭
出

、
土
惑
ミ
軽
成

が
、
そ
れ
以
外
は
、
工
事
箇
所
側
方
に
お
い
て
も

工
事
区
間
に
接
続
す
る
本
件
道
路
の
幅
員

(舗
装

部
分
の
み
で
約
五
･
七
メ
ー
ト
ル
)
と
ほ
ぼ
同
じ

幅
員
で
通
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

ウ

本
件
工
事
に
際
し
て
岐
阜
県
公
安
委
員
会
及
び

岐
阜
北
警
察
署
長
か
ら
示
さ
れ
た
交
通
規
制
等
は

片
側
交
互
通
行
で
あ
り
、
工
事
区
間
に
つ
い
て
は

片
側
交
互
通
行
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
接
続
す
る

本
件
道
路

(本
件
現
場
付
近
)
に
お
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
対
面
通
行
と
さ
れ
る
。

エ

本
件
現
場
付
近
の
本
件
道
路
は
、
本
件
工
事
が

行
わ
れ
て
い
た
区
間
外
に
あ
り
、
工
事
に
よ
り
通

過
す
る
こ
と
の
で
き
る
道
路
幅
員
が
狭
く
な
っ
た

り
、
対
面
通
行
が
制
限
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
な

く
、
工
事
前
と
同
じ
状
態
で
あ
っ
た
。

②
原
告
ら
は
、
被
告
県
及
び
被
告
E
工
務
店
が
本
件

現
場
付
近
に
別
図
記
載
A
か
ら
B
ま
で
の
間
に
仮
設

歩
道
を
設
置
す
る
義
務
が
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。

一
般
に
、
自
動
車
が
普
通
自
転
車
を
追
い
抜
く
な

ど
側
方
を
通
過
す
る
と
き
に
は
、
自
転
車
が
急
に
ふ

ら
つ
く
こ
と
も
考
慮
し
て
、
自
転
車
の
側
方
に
十
分

な
離
隔
を
設
け
て
通
行
す
べ
き
で
あ
る
。
原
告
ら
の

主
張
す
る
仮
設
歩
道
が
設
置
さ
れ
、
歩
行
者
や
自
転

車
が
そ
の
仮
設
歩
道
を
通
行
す
る
な
ら
ば
、
自
転
車

れ
、
自
動
車
の
通
行
に
よ
る
風
圧
や
威
圧
感
が
軽
減

さ
れ
、
自
転
車
等
の
安
全
な
通
行
が
確
保
さ
れ
る
効

果
が
あ
る
。
本
件
工
事
の
工
事
区
間
に
お
い
て
は
、

約
五
･
七
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
の
道
路
を
片
側
交
互
通

行
と
す
る
規
制
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
約
五
･
七

メ
ー
ト
ル
の
幅
員
を
片
側
一
車
線
分
と
し
て
使
う
こ

と
が
で
き
、
大
型
貨
物
自
動
車

(車
幅
約
二
･
四
九

メ
ー
ト
ル
)
が
自
転
車
等
と
併
走
し
て
も
、
そ
の
側

方
に
十
分
な
離
隔
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
こ

れ
が
片
側
交
互
通
行
の
規
制
を
行
っ
た
理
由
の
一
つ

で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
本
件
現
場
は
工
事
区
間
外

(工
事
箇

所
の
西
端
か
ら
約
二
四
･
四
メ
ー
ト
ル
の
位
置
)
に

あ
り
、
工
事
区
間
外
の
本
件
道
路
の
幅
員
に
変
更
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
件
現
場
付
近
の
本
件
道
路
は

幅
員
約
五
･
七
メ
ー
ト
ル
、
片
側
約
二
･
八
五
メ
ー

ト
ル
で
あ
り
、
こ
の
幅
員
が
自
転
車
等
の
安
全
な
通

行
に
適
さ
な
い
状
態
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
状
態

は
本
件
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
工
事
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
危
険
を
防
止
す
る
た
め
に

仮
設
歩
道
の
設
置
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
関
係
に

は
立
た
な
い
。
確
か
に
、
B
が
本
件
現
場
手
前
で
一

旦
停
車
し
た
の
は
、
本
件
工
事
に
伴
う
片
側
交
互
通

行
の
交
通
規
制
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
が
、
本
件



工
事
が
行
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、
本
件
現
場
の
東
方

も
、
被
告
県
及
び
被
告
工
務
店
は
、
歩
行
者
及
び
自
転
車

行
者
及
び
自
転
車
を
安
全
に
誘
導
す
る
交
通
整
理
員
を
別

に
は
信
号
機
の
あ
る
交
差
点
が
あ
り
、
そ
の
信
号
で

停
車
し
た
自
動
車
が
本
件
道
路
に
連
な
り
、
そ
の
よ

う
に
し
て
本
件
現
場
付
近
に
停
車
し
た
大
型
貨
物
自

動
車
の
直
前
に
自
転
車
が
停
止
す
る
事
態
も
起
こ
り

得
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
本
件
工
事
と
は
関
係

な
く
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
本
件
事

故
の
態
様
か
ら
み
れ
ば
、
B
が
本
件
現
場
の
一
〇
0

メ
ー
ト
ル
以
上
手
前
で
A
の
運
転
す
る
自
転
車
を
追

い
抜
い
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
存
在
を
認
識
し
な
が

ら
、
一
旦
停
車
し
た
後
に
発
進
す
る
時
に
、
A
の
存

在
及
び
位
置
を
確
認
し
な
か
っ
た
こ
と
が
本
件
事
故

の
原
因
で
あ
る
。
こ
の
事
故
態
様
を
み
る
と
、
本
件

工
事
に
よ
っ
て
自
転
車
と
の
十
分
な
離
隔
を
と
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
本
件
工
事
に
よ
っ

て
自
転
車
の
発
見
が
困
難
で
あ
っ
た
な
ど
本
件
工
事

に
よ
り
影
響
を
受
け
た
と
こ
ろ
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
の
と
お
り
検
討
し
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、

仮
設
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
れ
ば
本
件
事
故
は
避
け
ら

れ
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
だ

け
で
は
、
本
件
工
事
の
管
理
者

(被
告
県
)
又
は
施
工

者

(被
告
E
工
務
店
)
に
よ
る
仮
設
歩
道
の
設
置
と
い

う
法
的
義
務
を
導
き
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

3

争
点
②
に
つ
い
て

原
告
ら
は
、
仮
設
歩
道
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
と
し
て

を
安
全
に
誘
導
す
る
交
通
整
理
員
を
別
図
の
B
地
点
付
近

に
も
う
一
人
配
置
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。

交
通
整
理
員
は
、
道
路
工
事
等
に
伴
っ
て
交
通
規
制
が

さ
れ
て
い
る
場
合
等
に
、
車
両
の
運
転
者
に
工
事
現
場
や

交
通
規
制
の
存
在
を
認
識
さ
せ
、
そ
の
道
路
状
況
に
即
し

た
通
行
を
さ
せ
る
た
め
に
、
交
通
整
理
等
を
行
う
。
交
通

整
理
員
が
行
う
交
通
整
理
の
対
象
に
な
る
の
は
、
車
両
に

限
ら
ず
、
歩
行
者
や
自
転
車
も
含
ま
れ
る
し
、
歩
行
者
や

自
転
車
を
保
護
し
て
安
全
に
通
行
さ
せ
る
た
め
の
交
通
整

理
員
も
あ
り
得
る
。

し
か
し
、
原
告
ら
の
主
張
す
る
位
置
に
交
通
整
理
員
を

配
置
す
る
こ
と
は
、
工
事
を
行
う
前
に
岐
阜
県
公
安
委
員

会
及
び
岐
阜
北
警
察
署
長
か
ら
示
さ
れ
た
交
通
規
制
等
に

含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
車
両
の
運
転
者
が
交
通
整
理

員
の
出
し
た
合
図
に
従
っ
て
通
行
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
っ

て
事
故
の
場
合
に
も
直
ち
に
免
責
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
最
終
的
な
安
全
確
認
は
車
両
の
運
転
者
や
歩
行

者
が
負
担
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
原
告
ら
の
主
張
ど
お
り
、

交
通
整
理
員
を
配
置
し
た
と
し
て
も
、
最
終
的
な
安
全
確

認
は
車
両
の
運
転
者
や
歩
行
者
が
負
担
す
る
か
ら
、
B
が

発
進
時
に
確
認
を
怠
っ
た
と
い
う
本
件
事
故
の
態
様
に
鑑

み
れ
ば
、
原
告
ら
の
主
張
ど
お
り
の
位
置
に
交
通
整
理
員

を
配
置
し
た
と
し
て
も
、
本
件
事
故
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
と
お
り
、
被
告
県
及
び
被
告
E
工
務
店
は
、
歩

紙
図
面
の
B
地
点
付
近
に
も
う
一
人
配
置
す
べ
き
義
務
を

負

っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。

4

争
点
③
に
つ
い
て

本
件
事
故
の
当
時
、
被
告
C
が
本
件
現
場
付
近
に
お
い

て
交
通
整
理
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
当
事
者
間
に
争
い

が
な
い
。

被
告
C
が
A
の
運
転
す
る
自
転
車
を
認
め
た
の
は
、
三

五
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た
位
置
で
B
が
大
型
貨
物
自
動
車

を
発
進
さ
せ
た
こ
ろ
で
あ
り
、
B
に
対
し
て
停
止
の
合
図

を
出
す
だ
け
の
時
間
的
余
裕
は
な
か
っ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
声
に
よ
る
合
図
を
し
て
も
三
五
メ
ー
ト
ル

以
上
の
距
離
が
あ
る
と
、B
に
伝
わ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

動
作
で
合
図
を
し
て
も
、
B
が
こ
れ
を
発
見
し
、
意
味
を

理
解
し
て
、
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
行
動
に
出
る
と
は
限
ら

な
い
。
さ
ら
に
、
前
記
の
と
お
り
、
最
終
的
な
安
全
確
認

は
、
車
両
の
運
転
者
や
歩
行
者
が
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ

と
に
鑑
み
れ
ば
、
大
型
貨
物
自
動
車
の
す
ぐ
近
く
に
A
の

運
転
す
る
自
転
車
を
認
め
て
も
、
そ
の
こ
と
か
ら
何
ら
か

の
事
故
の
発
生
を
予
測
す
る
注
意
義
務
は
な
く
、
大
型
貨

物
自
動
車
の
運
転
者
に
対
し
て
停
止
を
求
め
る
な
ど
の
危

険
回
避
措
置
を
と
る
べ
き
義
務
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

被
告
C
に
原
告
ら
の
主
張
す
る
よ
う
な
過
失
が
あ
っ
た
と

は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
使
用
者
で
あ
る
被
告
D
社
に
も
責

任
は
な
い
。



本
件
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
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語
か

　
　　　　

　
　　　

　

の
、
こ
れ
を
設
置
し
な
い
こ
と
が
注
意
義
務
違
反
で
あ
る

a

、工

き
i

ャ

者
の
過
失
が
作
用
し
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認
め
ら
れ
な
い
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艦れ鬱◎鱗覊

ス
イ
~
ッ
と
行
こ
う

｢日
光
道
｣

◆

｢日
光
宇
都
宮
道
路
｣
と
は
?

日
光
宇
都
宮
道
路
は
、
東
北
縦
貫

自
動
車
道

(以
下

｢東
北
道
｣
と
す

る
。)
宇
都
宮
I
C
と
国
際
観
光
都

市
日
光
を
結
ぶ
総
延
長
三
0
･
七
如

の
一
般
有
料
道
路

(自
動
車
専
用
道

路
)
で
す
。

｢世
界
遺
産
日
光
の
社
寺
｣
｢日
光

杉
並
木
｣
等
々
、
日
光
が
有
す
る
国

際
的
な
観
光

･
リ
ゾ
ー
ト
資
源
と
東

北
道
を
最
短
で
結
ぶ
こ
と
で
、
観
光

業
な
ど
各
種
産
業
の
振
興
を
促
進

し
、
地
域
活
性
化
の
一
助
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
日
光
国
立
公
園
内
の
特
別

地
域
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
周
辺

の
自
然
環
境
の
保
全
、
景
観
と
の
調

和
な
ど
に
配
慮
し
、
路
線
選
定
、
線

形
設
計
、
施
工
を
実
施
し
た
エ
コ
ロ

栃
木
県
東
京
事
務
所

柏
崎

純
一

ー
ド
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
男
体
山
を
は
じ
め
と
す

る
美
し
い
日
光
連
山
や
、
沿
道
の

木
々
の
新
緑
や
紅
葉
な
ど
、
四
季

折
々
の
美
し
い
自
然
豊
泉
観
が
楽
し
め

る
道
路
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
、
安
全
で
快
適
な
道

路
と
し
て
、
観
光
客
を
は
じ
め
地
域

住
民
な
ど
多
く
の
皆
様
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

◆
沿
革

宇
都
宮
と
日
光
を
結
ぶ
日
光
街
道

(国
道
一
一
九
号
、
国
道
三
一〇
号
)

は
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
日
光
を
訪

れ
る
観
光
客
数
の
増
加
に
伴
い
、
恒

常
的
な
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
当
街
道
沿
い
に
は
、
国
の

特
別
史
跡
と
特
別
天
然
記
念
物
の
二

重
指
定
を
受
け
て
い
る
貴
重
な
文
化

遺
産
で
あ
る

｢日
光
杉
並
木
｣
が
立

ち
並
ん
で
い
ま
す
が
、
交
通
量
の
増

加
に
伴
う
排
気
ガ
ス
や
車
両
振
動
等

に
よ
る
立
ち
枯
れ
な

ど
、
生
育
環
境
が
悪
化

し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
一
般
道
の

渋
滞
緩
和
と
と
も
に
、

杉
並
木
の
保
護
を
目
的

と
し
て
、
東
北
道
宇
都

廳
斧

宮
I
C
か
ら
日
光
を
結

灘殴
騨
溝

ぶ
日
光
宇
都
宮
道
路
の

-

訥褻

建
設
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
日
本
道
路

公
団

(現

東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社
)
に

よ
り
昭
和
四
五
年
か
ら

建
設
が
始
め
ら
れ
、
昭
和
五
一
年
一

二
月
二
五
日
に
宇
都
宮
I
C
か
ら
日

光
I
C
間

(二
四
･
七
鬮
)
が
、
昭

和
五
六
年
一
〇
月
六
日
に
日
光
I
C

か
ら
清
滝
I
C
間

(六
･
0
如
)
が

そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
、
以
来
、
同
公
団

に
よ
り
管
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

◆
栃
木
県
道
路
公
社
へ
移
管

日
光
宇
都
宮
道
路
は
、
日
本
道
路

公
団
が
建
設
･
運
営
し
て
い
ま
し
た

が
、
民
営
化
問
題
に
絡
み
、
平
成
一写真 1 満開の花に彩られる日光道
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七
年
六
月
二
八
日
に
栃
木
県
道
路
公

き
続
き
有
料
道
路
と
し
て
管
理
す
る

社
が
有
料
道
路
事
業
を
引
継
ぎ
、
引

こ
と
と
し
ま
し
た
。

行

)

通

偽

る

、つ
を

よ

め
軽

リ用者 (無線通信による通行

大型車

特大車

普通車
(軽を含む)

榔
翔

600
抑

450
剱

300

700 讓
捌
怨

450
剱

就
働 燃 200

220

物
脚
翔 鐺 幼 抑

150

卸
光日

H 脚 300 400

滝
戴

清
解 則 150 350 劉

　朧　錮総
職　　緋　　　　　

　
　
　

捌獨 製
芻

測廊 即一蹴 讓
製
靴

鱒一助
即而 想 戦一

220

620

150

捌 鋳 酬一 捌一
150

350
光白

H 脚 加一 即｢
滝

和
清
解

100 150 加一 蹴一
※ 下線部分が割引対象
※ 通勤時間帯等割引は、 E T C 利用者 (無線通信による通行車) を対象とする

ため、 平成旧年春以降、 適用となります。

こ
の
引
継
ぎ
と
同
時
に
、
料
金
体

ま
す
。
ま
た
、
E
T
C
導
入
後
に
は
、

系
を
五
月
か
ら
三

月
の
通
常
料
金

一
七
時
か
ら
翌
日
九
時
ま
で
の
通
勤

と
一
二
月
か
ら
四
月
の
閑
散
期
料
金

時
間
帯
に
限
り
時
間
帯
割
引
も
実
施

に
分
け
ま
し
た
。
宇
都
宮
I
C
か
ら

す
る
予
定
で
す
。

清
滝
I
C
間
を
全
線
通
行
し
た
場
合

今
後
、
大
沢
と
日
光
の
各
料
金
所

の
料
金
は
、
普
通
車
で
こ
れ
ま
で
の

に
E
T
C
を
、
今
市
市
土
沢
と
字
都

九
二
0
円
か
ら
四
五
〇
円
と
半
額
程

宮
市
石
那
田
の
二
ヵ
所
に
新
た
な
イ

度
に
値
下
げ
し
、
閑
散
期
に
は
三
五

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
す
べ
く
準

0
円
と
な
り
、
さ
ら
に
割
安
に
な
り

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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た
だ
し
、
施
設
管
理
や
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
設
置
な
ど
の
費
用
を
料
金

徴
収
に
よ
っ
て
賄
う
た
め
、
料
金
徴

収
期
間
が
平
成
三
四
年
三
月
二
日
ま

で
延
伸
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
措

置
を
講
ず
る
こ
と
で
、
引
き
続
き
、

安
全
･
安
心
か
つ
快
適
な
道
路
と
し

て
高
速
走
行
が
で
き
る
と
と
も
に
、

地
域
に
密
着
し
た
運
営
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
利
用
者
の
利
便
性
は
さ
ら

に
向
上
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
愛
称

｢日
光
道
｣
に
決
定
ー
･

日
光
宇
都
宮
道
路
が
、
今
後
と
も

安
全
で
快
適
な
道
路
と
し
て
地
域
に

愛
さ
れ
、
多
く
の
方
に
身
近
な
道
路

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
八
月

一
日
か
ら
の

一
カ
月
間
、

愛
称
を
募
集
し
ま
し
た
。

県
内
外
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ

り
、
呼
び
や
す
く
、
広
く
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
な
ど
の
観
点
か
ら
選
定

し
た
結
果
、
愛
称
を

｢日
光
道
｣
と

決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
｢日
光
道
｣
と
い
う
愛
称
は
、

簡
潔

･
明
瞭
で
分
か
り
や
す
く
新
鮮

な
語
感
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
、
東
北

道
、
常
磐
道
な
ど
と
同
様
に
高
速
道

路
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と
、
さ
ら

写真 3 雪化粧した日光連山を見ながら

に
は
、
古
風
な
印
象

を
併
せ
持
っ
て
お
り
、

日
光
に
ふ
さ
わ
し
い

歴
史
を
感
じ
さ
せ
る

こ
と
の
理
由
か
ら
採

ら

用
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
愛
称
の

決
定
を
契
機
に
、
｢日

光
道
｣
を
広
く
周
知

し
、
多
く
の
方
々
か

ら
親
し
ま
れ
、
ま
す

ま
す
ご
利
用
い
た
だ

け
る
道
路
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

う
0

鰔

皆
様
も
、
ぜ
ひ
、
｢日
光
道
｣
を

2

使
い
、
日
光
へ
お
出
掛
け
に
な
ら
れ

律

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

道

◆
最
後
に

こ
の
稿
が
発
行
さ
れ
る
頃
、
世
界

遺
産
で
あ
る
二
社
一
寺
の
周
辺
は
、

ち
ょ
う
ど
紅
葉
の
最
盛
期
を
迎
え
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
日
光
山
内
の
入
り
口
を
飾

る
世
界
遺
産

｢神
橋
｣
は
、
八
年
も

の
改
修
工
事
が
完
了
し
、
四
月
二
〇

日
か
ら
の
一
年
間
、
橋
の
下
部
構
造

が
特
別
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
自
然
と
歴
史
の

街

･
日
光
は
、
中
禅
寺
湖
を
囲
む
よ

う
に
そ
び
え
る
男
体
山
な
ど
の
山
々

や
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
流
れ
が
美

し
い
滝
、
旅
の
疲
れ
を
癒
す
温
泉
な

ど
を
有
し
、
訪
れ
る
人
々
の
心
を
深

く
魅
了
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
そ
の
道
中
は
、
｢日
光

道
｣
沿
道
の
植
栽
の
豊
か
さ
に
驚
か

さ
れ
、
日
光
の
山
々
が
連
な
る
眺
望

に
感
動
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

　　　
　

写真 2 新緑が美しい初夏の日光道

　 　 　　　　 　　　　　　　　　
　　　　　　　

＼ ＼寧ろ



捲れ鬱◎胚鱗

観
光
都
市
い
ぶ
す
き
の
道
路
利
用

写真 1 天然砂むし温泉

◆
指
宿
と
は
?

日
本
本
土
の
最
南
端
に
位
置
す
る

指
宿
市
は
、
昔
か
ら
湯
の
豊
か
な
宿

と
し
て
知
ら
れ
、
世
界
に
類
を
見
な

い
天
然
砂
む
し
温
泉

(写
真
1
)
に

代
表
さ
れ
る
豊
富
な
温
泉
、
知
林
ヶ

島
、
池
田
湖
な
ど
の
素
晴
ら
し
い
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
四

鹿
児
島
県
塞
泉
事
務
所

川
原

智
明

季
折
々
の
花
が
咲
き
乱
れ
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
温
暖
な
リ

ゾ
ー
ト
地
で
す
。

ま
た
、
温
泉
を
核
と
す
る

｢世
界

に
誇
れ
る
観
光
の
ま
ち

環
境
温
泉

保
養
都
市
･
指
宿
｣
と
し
て
、
年
間

約
三
〇
〇
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

る
、南
九
州
地
域
観
光
の
拠
点
で
す
。

○
天
然
砂
む
し
温
泉
…

海
岸
に
湧
い
て
く
る
温
泉
を
利

用
し
、
温
泉
の
熱
と
砂
の
重
み
で

心
と
体
を
ほ
ぐ
し
、
ダ
イ
エ
ッ
ト

に
も
効
果
的
で
す
。

○
知
林
ヶ
島
…

錦
江
湾
に
浮
か
ぶ
、
周
囲
約
三

臘
、
最
高
点
丸
o
m
の
美
し
い
無

人
島
で
、
大
潮
の
干
潮
時
に
約
八

〇
0
m
の
砂
州
が
出
現
し
、
知
林

ヶ
島
に
歩
い
て
渡
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

◆
道
の
駅
い
ぶ
す
き
｢彩
花
菜
館
｣

鹿
児
島
市
か
ら
国
道
二
二
六
号
を

南
下
し
、
指
宿
市
に
入
っ
て
す
ぐ
、

青
い
空
と
海
を
背
景
に
松
の
木
が
並

ぶ
観
音
崎
に

｢彩
花
菜
館
｣
は
あ
り

ま
す

(写
真
2
･
3
)。

当
施
設
は
、
都
市
公
園
及
び
地
域

交
流
施
設
の
整
備
、
都
市
公
園
･
道

の
駅

･
地
域
交
流
施
設
の
維
持
管

理
･
運
営
を
行
う

｢指
宿
地
域
交
流

施
設
整
備
等
事
業
｣
に
よ
り
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
公
園
全
体
の
敷
地
面
積

は
一
･
四
六
娩
あ
り
、
平
成
エ
ハ年

一
〇
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
た
く
さ
ん

の
利
用
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
ト

イ
レ
や
駐
車
場
、
道
路
情
報
案
内
装

置
は
国
が
整
備
し
て
お
り
、
地
域
交

流
施
設
は
P
F
I
方
式
で
行
っ
た
も

｢彩花菜館｣ 全景

の
で
す
。

P
F
I
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、以
下
の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
多
く
の
民
間
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

②

事
業
費
の
削
減
が
図
ら
れ
る
。

③

一
度
に
多
額
の
財
政
負
担
が
発
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写真4 大盛況の特産品販売所

生
し
な
い
。

事
業
化
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て

は
、
農
産
加
工
組
合
･
地
元
漁
業
者

か
ら
、
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
産
地

と
直
結
し
た
販
売
所
の
設
置
要
望
が

あ
り
、
ま
た
商
工
会
議
所
等
か
ら

｢物
産
セ
ン
タ
ー
｣
及
び

｢道
の
駅
｣

の
設
置
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
施
設
が
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。

○
都
市
公
園
･駐
車
場

道
路
利
用
者
の
小
休
止
や
地
域

住
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
、
イ
ベ
ン

ト
等
多
目
的
に
利
用
で
き
る
広
場

○
地
域
交
流
施
設

指
宿
地
域
の
観
光
案
内
や
特
産

品
･
農
水
産
物
の
展
示
販
売

(写

真
4
)

○
二
四
時
間
使
用
で
き
る
ト
イ
レ
･

駐
車
場
･道
路
情
報
案
内
装
置

今
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
施
設
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
施
設
は
開
業

以
来
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
指
宿
の

新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会

い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会

は
、
新
春
一
月
の
第
二
日
曜
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
全
国
で
最
も
早
い
市

民
マ
ラ
ソ
ン
と
し
て
、
早
春
の
菜
の

花
が
咲
き
乱
れ
る
南
薩
路
を
駆
け
抜

け
る
、
｢記
録
で
は
な
い
、
記
憶
に

残
る
｣
楽
し
い
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
す

(写
真
5
)。

毎
年
、
全
国
か
ら
約
一
万
三
、
0

0
0
名
を
超
え
る
市
民
ラ
ン
ナ
ー
が

参
加
し
、
指
宿
市
･
山
川
町
･
開
聞

町
の
国
道
･
県
道
･
市
道
を
駆
け
め

ぐ
り
ま
す
。

来
年
の
大
会
で
、
第
二
五
回
目
と

な
る
歴
史
あ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

す
。
表
彰
は
、
第
一
位
か
ら
六
位
ま

で
で
す
が
、
ビ
ッ
グ
賃
と
し
て
、
抽

選
で
ホ
ノ
ル
ル
マ
ラ
ソ
ン
ご
招
待
や

ソ
ウ
ル
二
泊
三
日
ご
招
待
等
も
あ

り
、
大
変
魅
力
あ
る
大
会
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

最
大
の
魅
力
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も

道
路
を
走
り
な
が
ら
眺
め
ら
れ
る
池

田
湖

(九
州
最
大
の
湖
で
、
イ
ッ
シ

ー
と
い
う
恐
竜
が
生
息
し
て
い
る
の

で
は
?
)
や
開
聞
岳

(薩
摩
富
士
と

言
わ
れ
、
皇
太
子
殿
下
も
登
山
さ
れ

た
)、
菜
の
花
等
の
素
晴
ら
し
い
景

色
で
す
。

ま
た
、
道
路
を
走
る
ラ
ン
ナ
ー
に

沿
道
の
住
民
が
暖
か
い
声
を
掛
け

て
、
蒸
か
し
た
芋
や
飴
玉
、
バ
ナ
ナ
、

芋
あ
め
な
ど
を
無
償
で
提
供
し
て
く

れ
た
り
、
最
後
の
ラ
ン
ナ
ー
が
走
り

終
わ
る
ま
で
競
技
場
で
待
っ
て
い
て

く
れ
た
り
す
る
な
ど
、
お
も
て
な
し

日
本
一
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
も
あ
り

ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
、
指
宿
の
魅
力
を
満
喫
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
最
後
に
!

観
光
都
市
い
ぶ
す
き
は
、
道
路
を

利
用
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

(マ
ラ

ソ
ン
の
ほ
か
、
指
宿
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
大
会

･
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ー
チ

等
)
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
一
六

年
一
〇
月
に
は
道
の
駅
い
ぶ
す
き
も

オ
ー
プ
ン
し
、
道
路
を
観
光
戦
略
の

手
段
と
し
て
、
大
い
に
活
用
し
て
い

ま
す
。

全
国
の
読
者
の
皆
様
、
是
非
い
ぶ

す
き
に
訪
れ
て
、
自
然
･
温
泉
等
の

素
晴
ら
し
さ
、
道
路
利
用
の
様
子
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
!

写真5 いぶすき菜の花マラソン



市
街
地
活
性
化
を
圓
的
と
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
運
営
実
験

鞠

~
神
奈
川
県
藤
沢
市
に
お
け
る
試
み
~

財
藤
沢
市
産
業
振
興
財
団
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

梶
原

良
一

岫

J
R
藤
沢
駅
周
辺
地
区
の
課
題

実
験
対
象
地
区
で
あ
る
J
R
藤
沢
駅
を
中
心
と
し
た
地

区
は
、
一
日
の
乗
降
客
数
が
約
四
0
万
人
に
の
ぼ
り
、
神

奈
川
県
内
で
は
横
浜
･
川
崎
に
次
い
で
集
客
の
あ
る
地
区

と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
年
間
の
商
業
販
売
額

(平
成
一
四
年
度
商
業

統
計
調
査
)
は
七
、
七
一
七
、
五
〇
〇
百
万
円

(対
平
成

=
年
度
商
業
統
計
調
査
で
約
一
0
%
の
販
売
額
の
減

少
)
で
、
こ
れ
は
藤
沢
市
南
部
に
位
置
す
る
鵠
沼
地
区
の

販
売
額
九
、
七
八
六
、
一
三
七
百
万
円
の
約
七
人
%
で
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
多
数
の
乗
降
客

(=
潜
在

的
買
い
物
客
)
を
有
効
に
は
商
業
に
結
び
付
け
て
い
な
い

と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

ま
た
、
消
費
者
回
避
行
動
調
査
の
結
果

(慶
應
義
塾
大

学
総
合
政
策
学
部
･
石
橋
研
究
室
実
施
)
に
ょ
る
と
、
J

M縦
讓
礎
鬮
環
池

¥

　
　
　
　　
　　
　

　
　

R
藤
沢
駅
周
辺
へ
の
買
物
客
は
藤
沢
駅
に
隣
接
し
て
い
る

奇

数
店
の
百
貨
店
だ
け
で
買
物
行
動
を
完
結

(消
費
者
回
遊

行
動
の
約
六
七
%
が
こ
れ
ら
店
舗
に
集
中
し
て
い
る
)
さ

せ
て
い
ま
す
。

特
に
、
J
R
藤
沢
駅
に
隣
接
し
て
い
る
商
業
施
設
か
ら

そ
の
他
近
接
地
区
へ
の
歩
行
者
は
急
激
に
減
少
す
る
た

め
、
多
数
の
商
業
施
設
が
集
積
立
地
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
回
遊
性
に
欠
け
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三

社
会
実
験
の
概
要

社
会
実
験
で
は
、
道
路
の
有
効
活
用
を
図
り
つ
つ
課
題

解
決
の
手
法
を
探
る
た
め
、
サ
ン
パ
ー
ル
広
場

(J
R
藤

沢
駅
北
口
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
)
上
に
仮
設
の
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
を
設
置
し
て
、
①
消
費
者
の
購
買
領
域
の
周

姦
し讓
漱ぎ嚢
癩

　
　　
　

“
'

'褻
蟻
騒
ぎ
続
き旗
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辺
商
店
街
へ
の
拡
大
と
、
②
藤
沢
市
地
元
名
産
品
の
認
知

度
向
上
を
主
な
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た

(図
1
)。

具
体
的
に
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
買
い
物
客
の
休
憩

地
と
し
て
機
能
さ
せ
る
一
方
、
近
接
商
店
街
へ
の
ス
タ
ー

テ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
、
情
報
提
供
に
よ

っ
て
購
買
行
動
を
面
的
に
拡
大
さ
せ
て
近
接
商
店
街
の
活

性
化
に
資
す
る
も
の
と
し
た
わ
け
で
す
。

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
に
対
し
て
は
、
藤
沢

市
の
地
元
名
産
品
･
お
土
産
品
等
に
関
す
る
意
識
調
査
を

合
わ
せ
て
実
施
し
、
市
民
の
地
元
名
産
品
に
関
す
る
認
識

の
向
上
に
資
す
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
情
報
提

供
の
一
環
で
す
が
、
結
果
と
し
て
は
こ
こ
で
紹
介
す
る
一

品
が
開
発
秘
話
を
含
め
て
新
聞
に
と

り
あ
げ
ら
れ
、
有
名
品
に
な
る
と
い

う
副
次
的
な
効
果
も
あ
り
ま
し
た
。

サ
ン
パ
ー
ル
広
場
で
の
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
の
配
置
は
、
図
2
の
と
お
り

義

吻
です
0

置

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
向
か
い
側
は

搬
藤
棚
に
な
っ
て
お
り
、
地
元
の
商
店

"

街
と
ア
マ
チ
ュ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

ン

が
連
携
し
て
、
月
一
回
土
曜
日
に
街

プ一

か
ど
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
コ
ン
サ
ー
ト

オ

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
日
程

図

を
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

三

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
実
施
体
制

社
会
実
験
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
平
成
一
六
年
一
一
月

に
予
備
実
験
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
と
反
省
を
踏
ま
え
て

平
成
一
七
年
三
月
に
本
実
験
と
い
う
二
段
構
え
の
方
式
を

と
り
ま
し
た
。

ま
た
、
実
験
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は

｢藤
沢
オ
ー
プ
ン

カ
フ
ェ
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
｣
を
設
置
し
ま
し
た
。

構
成
組
織
は
次
の
と
お
り
で
す
。

･藤
沢
市
役
所

(産
業
振
興
課
･
土
木
計
画
課
･道
路
管
理
課
)

･神
奈
川
県
警
藤
沢
警
察
署

慶
應
義
塾
大
学

藤
沢
商
工
会
議
所

補
藤
沢
市
商
店
会
連
合
会

カ
フ
ェ
ウ
ィ
ー
ク
ふ
じ
さ
わ
実
行
委
員
会

(本
実
験
よ
り
正
式
参
加
)

･
賄
藤
沢
市
産
業
振
興
財
団

(事
務
局
担
当
)

実
行
委
員
会
の
設
置
目
的
は
、
社
会
実
験
の
実
施
に
関

す
る
関
連
主
体
間
の
調
整
を
実
行
委
員
会
内
で
行
う
と
と

も
に
、
社
会
実
験
後
に
社
会
実
験
の
成
果
を
地
域
に
定
着

化
し
、
敷
街
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
意
味
で
、
当
初
は
調
整
対
象
で
あ
っ
た

｢神
奈
川

県
警
藤
沢
警
察
署
｣
が
、
調
整
の
過
程
で
実
行
委
員
会
に

参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
意
味

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

藤
沢
警
察
と
の
主
な
調
整
内
容
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

の
設
置
と
露
天
商
と
の
区
別
で
、
ま
ず
藤
沢
市
が
公
共
目

的
の
設
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
道
路
占
用
許
可
を
出

し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
道
路
使
用
許
可
を
す
る
方
式
と
な

り
ま
し
た
。
私
的
営
業
と
区
別
し
た
わ
け
で
す
。

ま
た
、
途
中
参
加
と
な
っ
た

｢カ
フ
ェ
ウ
ィ
ー
ク
ふ
じ

さ
わ
実
行
委
員
会
｣
は
、
地
域
の
飲
食
店
等
で
構
成
す
る

任
意
団
体
で
す
が
、
予
備
実
験
と
同
時
期
に
各
店
舗
で
イ

ベ
ン
ト
を
連
携
企
画
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
周
辺
商
店

街
等
へ
の
誘
導
先
と
し
て
告
知
協
力
等
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
の
日
程
及
び
議
事
は
表
1
の
と
お
り
で
す
。
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四

予
備
実
験

八
月
四
日
の
採
択
か
ら
約
三
カ
月
後
、
一
一
月
五
日

(金
)
~
八
日

(月
)
の
四
日
間
、
予
備
実
験
を
実
施
し

表 1 実行委員会の日程 ･議事

回 数 日 程 議 事

第 1 回 平成16年10月25日 領顱纐錢
置

社

面

設

ェ

計

の

フ

施

会

力

実

員

ン

験

委

プ

実

行

一
備

実

オ

予

第 2 回 平成16年12月9日 題課枕
拗
癇

速

験

て

(

実

い

告

本

つ

報

と

に

間

点

者

中

省

加

果

反

参

結

の

会

験

験

員

実

実

委

備

備

行

予

予

美

第 3 回 平成l7年2月10日 ･本実験実施計画

第 4 回 平成17年6月28日 等

て

点

い

省

つ

告

反

に

綴

る

応

果

す

対

結

聞

の

度

に

度

年

果

年

16

結

"

成

施

成

平

実

平

ま
し
た
。
日
程
は
平
日
二
日
、
休
日
二
日
で
構
成
し
、
六

ど
を
実
費
程
度
で
販
売
し
ま
し
た
。

55

日
の
土
曜
日
に
は
藤
棚
で
街
か
ど
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し
て

設
置
機
材
(占
用
物
件

は
表
2
･
3
の
と
お
り
い

。

も
ら
い
ま
し
た

(写
真
ー
.
2
)
。

営
業
時
間
は
午
前
一
〇
時
~
午
後
七
時
と
し
、
退
社
後

の
人
た
ち
の
反
応
も
み
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
暗
く
な

る
の
で
キ
ャ
ン
ド
ル
を
用
意
し
ま
し
た
。

予
備
実
験
の
基
本
は
調
査
で
、
公
共
空
間
と
し
て
誰
も

が
利
用
で
き
る
テ
ー
ブ
ル

(パ
ラ
ソ
ル
付
き
)
･
椅
子
を

配
置
し
、
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
協
力
を
求
め
、

協
力
者
に
茶
菓
子

(和
洋
の
藤
沢
名
産
推
奨
品
)
と
お
茶

(コ
ー
ヒ
ー
)
を
提
供
し
ま
し
た
。
ま
た
、
希
望
者
に
は
、

茶
菓
子

(藤
沢
名
産
推
奨
品
)
や
お
茶

(コ
ー
ヒ
ー
)
な

設
置
機
材
(占
用
物
件
)
は
表
2
･
3
の
と
お
り
で
す
。

1

調
査
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
利
用
し
た
オ
ー
プ
ン

鮨

カ
フ
ェ
利
用
者
の
意
識
調
査
と
、
ビ
デ
オ
を
設
置
し
た
歩

セ

行
者
流
動
調
査
の
二
種
類
を
実
施
し
ま
し
た
。

行道

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
の
配
布
は
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利

用
者
に
記
入
方
法
を
説
明
し
、
藤
沢
名
産
品
と
飲
み
物
を

一
緒
に
調
査
員
が
手
渡
し
、
記
入
が
終
わ
り
次
第
回
収
す

る
方
法
を
と
り
ま
し
た
。
当
初
一
日
の
回
収
調
査
票
数
は

一
〇
〇
票
前
後
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
果
は
そ
れ

を
大
き
く
上
回
り
三
〇
〇
票
強
、
総
計
で
有
効
回
答
数

(=
来
客
数
)
-
、
三
〇
〇
票
と
な
り
ま
し
た
。

写真 1



基
づ
い
て
、
平
成

一
七
年
三
月
二
〇
日

(日
)
~
二
七

(日
)
の
八
日
間
、
本
実
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
は

二
六
日
の
土
曜
日
に
藤
棚
で
街
か
ど
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
し

て
も
ら
い
ま
し
た

(写
真
3

･
4
)
。

大
き
な
変
更
要
素
は
、
カ
フ
ェ
ブ
ー
ス
及
び
オ
リ
ジ
ナ

ル
ロ
ゴ

(図
4
)
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
こ
と
と
、
飲
料
や
茶

菓
子

(藤
沢
名
産
品
)
の
提
供
を
販
売
主
体
に
切
り
替
え

た
点
で
す
。

テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
に
つ
い
て
も
デ
ザ
イ
ン
化
を
検
討
し

% 道行セ 2005,11

歩
行
者
流
動
調
査
の
ビ
デ
オ
は
、
サ
ン
パ
ー
ル
広
場
に

隣
接
す
る

｢さ
い
か
屋
｣
の
七
階
に
二
台
設
置
し
、
一
台

は
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
ブ
ー
ス
を
、
も
う
一
台
は
藤
沢
駅
と

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
つ
な
ぐ
通
路
の
一
部
を
調
査
対
象
と

し
て
撮
影
し
ま
し
た
。
な
お
、
来
訪
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
、
テ
ー
プ
は
非
公
開
と
す
る
と
と
も
に
、
分
析

後
は
速
や
か
に
消
去
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
告
知
は
、
ウ
ェ
ブ
地
方
ニ
ュ
ー
ス

(ベ
イ
サ
イ
ト
通
信
)
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
実
験
実
施

表 3 街かどステージ (予備実験 :11月 6日のみ)

主要機材 滌 数量

テーブル 1800mm×400mm ( P A 用) 個14

桁 折りたたみ椅子 ( P A用) 個
…

?
“

マイク マイクスタンド付き 個
…

乙̂

ス ピーカ 60omm X 400mm×500mm 個?“

表2 オープンカフェ (予備実験 :1明 5日~ 8日)

主要機材 仕様 数量

テント 3600mm X 2700mm 撚り張?“
テープノレ 直径 1 m、

パラソル付き 蠣
桁 テーブルとセットのもの 紬

前
に
ア
ッ
プ
す
る
と
と
も
に
、
開
始
当
日
に
地
方
紙

(タ

ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
)
が
配
布
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど
の
方

法
を
と
り
ま
し
た
。
ま
た
、
立
て
看
板
を
カ
フ
ェ
周
辺
に

設
置
し
、
チ
ラ
シ
を
営
業
時
間
に
駅
付
近
で
配
る
な
ど
、

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
営
業
時
間
に
も
広
報
活
動
を
行
い
ま
し

た

(図
3
)。

五

本
実
験

予
備
実
験
で
の
経
験
と
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
に

圓土交通省

どなたでもご利用願お茉すが、樋歯にご協力しT 随いを方ロ .主 こし･艾
汚緘さ名態粁蔓腕熱｣錺お受子 -:‐'精髄罐~もぐ 文は "遊行蓋んじ-ささ“ウと

お蕪.コーヒー教はソフト粁リン々螫サービス謎はて鐇きま輩,
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脛黒め内}ブソカフエを布ワイトキャン!ゞ〆域上にl眩き丸いと親いまTぷ

ご謡ブー よろしくお蝋いします“

るとめ鯵宝雑を行コてい麦寸‘

Fu ｣I5AW A□PEN七風圧÷
図 3 配布されたチラシ

　

　

き
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ま
し
た
が
、予
備
実
験
で
使
用
し
た
ガ
ー
デ
ン
セ
ッ
ト
が
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
層
に
座
り
や
す
く
･

利
用
し
や
す
い
と
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
同
じ
も
の
を
利

用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
実
験
で
の
調
査
は
、
予
備
実
験
と
同
じ
く
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
票
に
よ
る
意
識
調
査
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
設

置
に
よ
る
歩
行
者
流
同
調
査
の
二
種
類
と
し
ま
し
た
が
、

意
識
調
査
は
予
備
実
験
で
の
利
用
者
を
対
象
と
し
た
り
ピ

ー
タ
調
査
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

八
日
間
の
期
間
中
、
二
日
間
が
雨
天
中
止
と
な
り
、
営

業
日
数
は
六
日
間
で
し
た
。

来
客
数
等
は
表
4
の
と
お
り
で
す
。

六
日
間
の
来
客
数
合
計
は
六
一
七
人
で
、
予
備
実
験
の

半
数
以
下
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
予
備
実
験
で
は
調
査
協
力
者
に
謝
礼
と
し
て

飲
食
物
の
提
供
を
行
っ
た
の
に
対
し
、
本
実
験
で
は
基
本

図 4 オリジナルロゴマーク

絨閼申,カフェを徐馨精として轉曲に幇寶珀碩け
　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
團尭してい蜜すので.覊蠅に岩室を澤り下きいり
謎た守園.カフェコースを崑應夫矮鬘0の群生が
デザインし疵した

濁揮の郊燧し喪心より越権もLて鐇り廃ず,

脱落獅整文華糯窟組費キャンバス
蚊蝿ゾん繊.4#G.ka賑蝋Jpノ博囎総事斉c′解り

｢謹撰庁一ブンカフェ紙ちづくり甕幡聾員食Jで
隧9月約臼【日)~ 27日(日}" 8日回,サン
バ-鼻高畑‘崑駅歌北口)にてオ*ツンカア鴇
　　　　　　　　　　　　　

r鹿駅鞆北口広堝 (サンバ旨ル広堪)

オープンカフ鬘｣ 毯衾尭蹟のお知らせ
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的
に
飲
食
物
を
販
売
と
し
た
こ
と
、
ま
た
、
開
催
期
間
中

は
一
五
℃
以
下
の
気
温
の
日
が
多
く
、
寒
か
っ
た
こ
と
な

ど
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
二
六
日

(土
)
に
は
三
一
三
名
の
来
客
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
は
街
か
ど
ス
テ
ー
ジ
の
集
客
効
果
に
よ

表 4 営業日別の来客数 ･回答者数 ･売上

口
[期 来客数 (人) 調査回答者 (人) 売上 (円)

3月20日 (日) 斑 21

鰔3月21日 (月) 稀 剔 鰔3月22日 (火) 雨天中止

3月23日 (水) 雨天中止

3月24日 (木) 72 範 彌3月25日 (金) 琉 16 "3月26日 (土) 鴉 31

鰔3月27口 (日) 鵬 旧 鸚計合 617 123

幼
る
も
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
効
果
が
明
確
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
来
客
数
で
除
し
た
一
人
当
た
り
の
売
上
額
は
一

五
九
円
で
、

一
〇
〇
円
の
ド
リ
ン
ク
の
み
の
お
客
が
多
か

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

六

検
証
成
果
を
繋
ぐ
た
め
に

両
実
験
の
結
果
、
①
カ
フ
ェ
ブ
ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
性
を

含
む
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
形
態
、
②
告
知
の
方
法
、
③
オ

ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
の
買
い
物
行
動
、
④
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
の
運
営
と
道
路
管
理
の
連
携
、
⑤
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

に
よ
る
滞
留
効
果
に
つ
い
て
、
一
定
の
検
証
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
買
い
物
行
動
に
つ
い
て
は
、
藤
沢
駅
北
口
に
お

け
る
既
存
調
査
の
平
均
立
ち
寄
り
店
舗
数
が
二
･
二
店
舗

で
あ
る
の
に
対
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用
者
の
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
以
外
の
立
ち
寄
り
店
舗
数
が
平
均
三
店
舗
で
、

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
含
め
る
と
四
店
舗
と
な
り
、
明
ら
か

に
サ
ン
パ
ー
ル
広
場
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
回
遊
性
の
向

上
に
寄
与
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

サ
ン
パ
ー
ル
広
場
に
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
設
置
し
て
、

周
辺
商
店
街
等
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
意
義
が
確
認

さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
気
温
や
天
候
と
の
関
係
、
経
済
性
、

情
報
提
供
方
法
の
問
題
な
ど
、
今
後
自
主
的
･
継
続
的
に

設
置
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。

幸
い
、
｢藤
沢
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
ま
ち
づ
く
り
実
行
委

員
会
｣
に
お
い
て
今
後
の
継
続
が
合
意
さ
れ
、
経
済
効
果

を
重
視
し
た
観
点
か
ら
平
成
一
七
年
度
も
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
社
会
実
験
の
採
択
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
さ
ら
に
実
験
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
平
成
一
八
年
度

よ
り
商
店
街
等
と
連
携
し
て
自
主
設
置
が
で
き
る
よ
う
努

め
て
い
く
所
存
で
す
。

最
後
に
、
藤
沢
名
産
品
に
つ
き
ま
し
て
は
、
予
備
実
験

の
効
果
を
藤
沢
市
が
確
認
し
、
本
年
度
よ
り
J
R
藤
沢
駅

の
コ
ン
コ
ー
ス
内
に
観
光
名
産
品
の
販
売
所
が
開
設
さ
れ

た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
ま
す
。
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オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
と
行
政

~
藤
沢
で
の
取
組
み
を
通
じ
て
~

慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
講
師

古
谷

知
之

一

は
じ
め
に

｢
で
も
、
何
で
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な
ん
で
す
か
9
｣

カ
フ
ェ
社
会
実
験
の
概
要
を
学
生
に
説
明
す
る
と
、
決

ま
っ
て
学
生
の
何
人
か
は
、
私
に
そ
う
尋
ね
て
く
る
。
街

の
賑
わ
い
創
出
な
ど
の
観
点
か
ら
、
道
路
空
間
有
効
活
用

の
一
方
策
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
社
会
実
験
が
、
今

な
ぜ
日
本
の
道
路
行
政
に
と
っ
て
必
要
な
の
か
。
海
外
の

カ
フ
ェ
空
間
に
馴
染
み
の
あ
る
学
生
達
に
は
、
す
ぐ
に
は

理
解
し
に
く
い
よ
う
で
あ
る
。

昨
年
度
と
今
年
度
、
筆
者
ら
は
J
R
藤
沢
駅
北
口
の
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ

(サ
ン
パ
ー
ル
広
場
)
を
中
心
に
、

国
土
交
通
省
道
路
局

｢オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
地
域
主
体
の

道
活
用
に
関
す
る
社
会
実
験
｣
を
実
施
し
た

(写
真
1
･

2
)。
藤
沢
市
は
江
ノ
島
な
ど
の
観
光
資
源
を
持
ち
、
工

場
等
の
産
業
振
興
で
も

｢優
等
生
｣
で
あ
り
つ
づ
け
て
き

た
。
一
方
で
、
地
元
商
業
の
活
動
基
盤
は
、
こ
こ
数
年
や

や
沈
滞
気
味
で
あ
る
。
大
都
市
中
心
部
や
地
方
都
市
中
心

市
街
地
と
は
異
な
り
、
郊
外
都
市
で
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

社
会
実
験
は
社
会
的
注
目
度
や
影
響
で
ひ
げ
を
と
る
。
そ

れ
だ
け
に
、
優
等
生
が
自
分
の
特
徴
の
無
さ
を
売
り
に
す

る
こ
と
で
自
分
を
奮
い
立
た
せ
よ
う
と
す
る
、
一
つ
の
試

み
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

二

藤
沢
で
の
カ
フ
ェ
実
験

藤
沢
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
社
会
実
験
は
、
昨
年
度
は
地
元

名
産
推
奨
品
の
認
知
度
改
善
、
今
年
度
は
駅
周
辺
情
報
提

供
と
い
う
、
対
象
地
域
周
辺
で
の
産
業
振
興
を
主
な
目
的

と
し
て
実
施
し
た
。
加
え
て
、
筆
者
の
勤
務
す
る
大
学
で

の
デ
ザ
イ
ン
教
育

(昨
年
度
)
と
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
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　写真 1 学生デザインによるカフェブース (昨年度)
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容
マ年
度
)
の
素
材
に
も
活
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

昨
年
度
の
場
合
、
一
一
月
に
予
備
実
験
、
三
月
に
本
実

験
を
行
い
、
藤
沢
市
の
名
産
品
や
カ
フ
ェ
ブ
ー
ス
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
に
対
す
る
パ
ネ
ル
調
査
を
通
じ
て
、
カ
フ
ェ
ブ

ー
ス
の
デ
ザ
イ
ン
や
テ
ー
ブ
ル
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
菓
子
類

の
提
供
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た
。
カ
フ
ェ
ブ
ー
ス
の
デ

ザ
イ
ン
と
運
営
、
物
販
を
学
生
な
ど
が
行
い
、
藤
沢
市
の

名
産
推
奨
品
に
選
ば
れ
た
菓
子
な
ど
か
ら
い
く
つ
か
を
カ

フ
ェ
で
提
供
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
名
産
品
を

実
際
に
飲
食
で
き
る
よ
う
な
カ
フ
ェ
の
形
態
が
、
比
較
的

写真2 今年度のカフェの様子

好
印
象
を
も
た
れ
る
と
共
に
、
名
産
品
の
認
知
度
改
善
に

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
生
憎
、
天
候

に
恵
ま
れ
る
日
が
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
日
に
は
か
な
り
盛
況
で
あ
っ

た
。今

年
度
は
、
昨
年
度
の
成
果
を
踏
ま
え
て
カ
フ
ェ
の
店

舗
数
を
三
店
舗
に
拡
大
し
、
運
営
･
物
販
を
地
元
飲
食
店

に
ま
か
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
カ
フ
ェ
ウ
ィ
ー
ク
藤

沢
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
て
、
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
よ
る
R
F
I
D
技
術

(I
C
タ
グ
)
を
用
い
た
バ
ー

チ
ャ
ル
･
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
験
を
約
一
〇
日
間
行
う
予

定
で
あ
る
。
こ
の
実
験
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い

る
藤
沢
駅
周
辺
二
一
店
舗

(カ
フ
ェ
、
バ
ー
、
美
容
室
、

映
画
館
な
ど
)
に
I
C
タ
グ
の
リ
ー
ダ
ー
･
ラ
イ
タ
ー
を

設
置
し
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
の
回
遊
性

･
滞
留
性
な
ど
を

把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
実
験
参
加
者

は
自
宅
や
店
舗
で
、
自
分
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
状
況
を
ア
バ

タ
ー
と
呼
ば
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
成
長
を
確
認
し
、
そ

の
成
長
に
応
じ
て
く
じ
引
き
な
ど
を
行
え
る
。

霊

新
し
い
道
路
交
通
調
査
の
試
み

二
回
の
カ
フ
ェ
実
験
を
通
じ
て
、
い
く
つ
か
の
交
通
調

査
手
法
の
適
用
を
試
み
た
。
昨
年
度
は
、
高
所
か
ら
ビ
デ

オ
撮
影
し
た
映
像
を
用
い
て
、
カ
フ
ェ
来
訪
者
の
移
動
軌

跡
を
粒
子
速
度
計
測
法

(P
T
V
)
に
よ
り
追
尾
し
、
カ

フ
ェ
の
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
歩
行
動
線
に

与
え
る
影
響
を
検
討
し
た

(次
頁
図
)。
ま
た
そ
の
デ
ー

タ
を
基
に
、
三
次
元
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
歩
行
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
で
、
関
係
者
の
歩
行
動
線
確

保
へ
の
理
解
に
役
立
て
た
。

今
年
度
は
、
ビ
デ
オ
に
よ
る
歩
行
者
解
析
に
加
え
、
G

P
S
、
温
度
湿
度
セ
ン
サ
、
心
拍
計
、
万
歩
計
な
ど
の
各

種
セ
ン
サ
、
及
び
I
C
レ
コ
ー
ダ
と
デ
ジ
タ
ル
ビ
デ
オ
を

取
り
付
け
た
回
避
行
動
調
査
実
験
も
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
実
験
対
象
地
域
周
辺
で
の
道
路
空

間
に
お
け
る
ス
ト
レ
ス
が
行
動
の
回
遊
性
、
滞
留
性
に
ど

う
影
響
す
る
か
に
つ
い
て
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
。
駅
周

辺
で
の
買
い
物
回
遊
性
の
促
進
が
、
身
体
的
･
物
理
的
に

ど
の
程
度
ま
で
許
容
さ
れ
る
の
か
を
計
測
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
街
づ
く
り
に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
で

あ
る
。

四

お
わ
り
に

実
験
に
際
し
て
最
も
苦
労
し
た
の
は
、
対
象
地
域
の
性

質
上
、
幅
広
い
客
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
カ
フ
ェ
空
間
の

創
出
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
高
齢
者
で
も
座
り
や

す
い
よ
う
に
軽
い
素
材
の
椅
子
を
用
意
す
る
こ
と
や
、
あ

ま
り
セ
ン
ス
の
よ
い
と
は
い
え
な
い
パ
ラ
ソ
ル
を
開
く
こ

と
で
、
誰
で
も
気
軽
に
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
れ
る
雰
囲
気
作

り
に
努
め
た
。
こ
う
し
た
様
々
な
取
組
み
を
通
じ
て
、
従

来
、
単
な
る
歩
行
者
の
通
用
路
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た

道
路
空
間
に
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
情
報
提
供
機
能
を
設
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置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
賑
わ
い
や
滞
留
性
、
周
辺
店
舗
間

“

の
回
遊
性
を
創
出
で
き
る
可
能
性
が
、
地
元
商
店
街
関
係

1

者
な
ど
に
徐
々
に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

藤
沢
で
の
カ
フ
ェ
実
験
は
、
動
き
出
す
ま
で
に
時
間
が

セ

か
か
っ
た
が
、
実
行
委
員
会
に
道
路
管
理
者
や
警
察
、
商

断

工
会
議
所
、
及
び
日
頃
か
ら
市
の
産
業
振
興
に
尽
力
さ
れ

て
お
ら
れ
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
を
巻
き
込
む
こ
と
で
、
実

験
実
施
決
定
後
の
動
き
を
非
常
に
迅
速
に
進
め
る
こ
と
が

出
来
た
。

既
に
今
年
度
の
実
験
で
は
カ
フ
ェ
運
営
を
飲
食
店
に
任

せ
て
い
る
が
、
今
後
は
、
こ
う
し
た
カ
フ
ェ
を
日
常
化
さ

せ
る
上
で
、
沿
道
店
舗
･
企
業
を
更
に
巻
き
込
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
地
元
の
自
発
的
な
動
き
に
期
待
し

た
い
。

○
藤
沢
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
社
会
実
験
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

すけ
"
そ
のけ
ぁ
庁
お
5
き
蕁
コ
o
g
oo
9日
ミ
リ鈍慰
＼

図 ビデオ解析によるカフェレイアウトの検討




